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前
回
に
引
き
続
き
、『
百
詠
和
歌
』
の
注
釈
を
掲
載
す
る
。
今
回
は
、「
天
象

部
」
の
「
風
」
二
首
お
よ
び
「
雲
」
二
首
（
胡
志
昂
担
当
）、「
坤
儀
部
」
の
「
原
」

二
首
（
山
部
和
喜
担
当
）、「
芳
草
部
」
の
「
藤
」
二
首
お
よ
び
「
萱
」
二
首
（
中

村
文
担
当
）
の
計
十
首
を
掲
載
し
た
。
注
釈
原
稿
は
輪
読
の
場
で
出
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
受
け
て
は
い
る
が
、
執
筆
の
責
任
が
個
々
の
担
当
者
に

あ
る
こ
と
は
、
前
回
と
同
様
で
あ
る
。
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
、
ご
批
正
を
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

凡　

例

・
本
稿
は
、源
光
行
著
『
百
詠
和
歌
』
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
百

詠
和
歌
』
の
本
文
は
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
（
函
架

番
号
二
〇
一
─
三
五
九
）
に
拠
っ
て
翻
刻
し
、
濁
点
・
句
読
点
を
付
し
た
。

仮
名
遣
い
の
誤
っ
て
い
る
箇
所
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
改
め
、
右
傍
カ
ッ

コ
内
に
元
の
仮
名
遣
い
を
示
し
た
。
底
本
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
ら
な
い

場
合
は
内
閣
文
庫
本
（
函
架
番
号
二
〇
一
─
三
四
八
、「
内
閣
乙
本
」
と
略

称
）
等
に
拠
っ
て
校
訂
を
施
し
、
そ
の
箇
所
に
傍
点
を
付
し
て
、
も
と
の

形
を
右
傍
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
。

・
摘
句
一
句
と
こ
れ
に
付
さ
れ
た
光
行
注
お
よ
び
和
歌
一
首
を
一
組
と
し
て

掲
出
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』第
五
巻
所
収「
百
詠
和
歌
」の
歌
番
号
に
従
っ

て
、
各
組
の
冒
頭
に
番
号
を
振
っ
た
。

・
注
釈
は
本
文
の
翻
刻
に
続
け
て
、【
百
詠
】【
百
詠
注
】【
語
釈
】【
通
釈
】【
余

考
】
の
項
目
を
立
て
て
行
っ
た
。

・【
百
詠
】
に
は
『
百
詠
和
歌
』
の
原
拠
と
な
っ
た
『
李
嶠
百
詠
』
の
詩
句

を
示
し
、
書
き
下
し
文
を
（　

）
内
に
示
し
た
。
詩
句
は
そ
の
関
連
性
を

考
慮
し
て
一
聯
の
形
で
掲
出
し
た
が
、
光
行
の
歌
注
と
関
連
し
な
い
句
に

つ
い
て
は
特
に
注
釈
を
加
え
な
か
っ
た
。

・【
百
詠
注
】
に
は
『
李
嶠
百
詠
』
に
張
庭
芳
が
付
し
た
と
さ
れ
る
注
を
掲

げ
た
。
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
を
胡
志
昂
編『
日
蔵
古
抄
李
嶠
詠
物
詩
注
』

（「
海
外
珍
蔵
善
本
叢
書
」
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
に
拠
っ
て

掲
げ
た
が
、
同
書
の
本
文
に
不
審
が
あ
る
場
合
に
は
、
陽
明
文
庫
・
尊
経

閣
文
庫
蔵
の
百
詠
注
等
を
、
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
に
収
め
ら
れ
る
紙

焼
き
写
真
に
よ
っ
て
参
照
し
た
。
割
注
は
〈　

〉
を
用
い
て
示
し
、
読
点

を
施
し
、
書
き
下
し
文
を
（　

）
内
に
付
し
た
。
字
句
に
位
置
の
訂
正
が

記
号
で
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
訂
正
に
従
っ
て
本
文
を
改
め
た
。
注

『
百
詠
和
歌
』
注
釈
（
三
）

胡
　
志
昂
・
山
部
和
喜
・
中
村
　
文
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文
に
誤
り
が
あ
っ
て
書
き
下
し
文
が
作
れ
な
い
場
合
に
は
、
注
の
本
文
は

そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、
書
き
下
し
文
は
他
本
や
出
典
に
従
っ
て
改
め
た
。
改

訂
の
典
拠
と
し
た
書
物
名
と
そ
の
本
文
は
、【
百
詠
注
】
の
後
に
※
を
付
し

て
示
し
た
。

・『
百
詠
注
』
典
拠
と
し
た
証
本
を
類
書
等
か
ら
引
用
す
る
場
合
、
典
拠
名
・

巻
数
・
項
目
名
の
順
で
典
拠
を
示
し
た
。
ま
た
、
説
話
な
ど
が
複
数
の
典

拠
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
時
代
的
に
も
っ
と
も
古
い
典
拠
で
代

表
さ
せ
る
か
、
百
詠
注
本
文
に
形
が
も
っ
と
も
近
い
も
の
で
示
す
こ
と
が

あ
る
。
な
お
、
典
拠
に
つ
い
て
は
、
杤
尾
武
編
『
百
詠
和
歌
注
』（
汲
古

書
院
、
一
九
七
九
年
）
か
ら
多
く
の
学
恩
を
受
け
、
本
注
釈
の
記
述
に
も

同
書
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
い
が
、
煩
雑
を
避
け
て
い
ち
い
ち
断
ら
な

か
っ
た
点
を
諒
承
さ
れ
た
い
。

・【
語
注
】
等
で
引
用
す
る
和
歌
の
本
文
お
よ
び
歌
番
号
は
、
特
に
断
ら
な

い
限
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。
勅
撰
集
の
和
歌
は
撰
集
名
・
部

立
・
歌
番
号
・
作
者
名
の
順
で
示
し
た
。

注　

釈

巻
第
一　

天
象
部
3　
「
風
」

天
地
の
な
げ
き
は
風
と
な
る
。
陰
陽
い
か
り
て
風
と
な
る
。
世
を
さ
ま
る

時
は
五
日
に
風
一
た
び
ふ
く
。
其
風
枝
を
う
ご
か
さ
ず
と
云
り
。

7　

松
声
入
夜
琴　
ニ

一　
　

琴
有
風
入
松
曲
也
。
い
ふ
心
は
風
松
を
ふ
き
て
作

声
似
鳴
琴
也
。

ふ
か
ぬ
ま
は
い
つ
か
は
こ
と
の
ね
に
通
ふ
風
こ
そ
松
の
し
ら
べ
な
り
け
れ

【
百　

詠
】

月
影
臨
秋
扇
（
月
の
影
は
秋
扇
に
臨
み
）

松
声
入
夜
琴
（
松
の
声
は
夜
琴
に
入
る
）

【
百
詠
注
】

月　
ノ

影　
ハ

臨
二

秋　
ノ

扇
一

〈
班
婕
妤　
ガ

詩　
ニ

曰
、
裁
　
　
テ

為
二

合
歓　
ノ

扇
一

、
団
団　
ト
シ
テ

似
二

明
月
一

。
常　
ニ

恐　
ル

秋
節
至　
テ

、
動
揺　
シ
テ

微
風
発　
ス

、
涼
風
奪　
ハ

二ン
ト
ス

炎
熱　
ヲ

一

也
。〉（
裁
ち
て
合
歓
の
扇

を
為
し
、
団
団
と
し
て
明
月
に
似
た
り
。
常
に
恐
る
秋
節
の
至
る
こ
と
を
、

動
動
揺
し
て
微
風
を
発
す
。
涼
風
炎
熱
を
奪
ふ
な
り
。）
松　
ノ

声
入
二

夜　
ノ

琴　
ニ

一〈
琴

有
二

風
入
松
曲
一

也
。
言　
ハ

風
吹
松
作　
テ

レ

声
似
二

鳴
琴
一

也
。
謝
眺　
ガ

詩　
ニ

曰
、
復
此　
レ

風　
ノ

中　
ノ

琴
〉（
琴
に
風
入
松
の
曲
有
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
風
の
松
を
吹
き
て

作
す
声
は
鳴
琴
に
似
る
な
り
。謝
眺
が
詩
に
曰
く
、ま
た
こ
の
風
中
琴
あ
り
。）

＊
謝
玄
暉
・
郡
内
髙
齋
閒
望
答

法
曹
「
已
有
池
上
酌
、
復
此
風
中
琴
。」

【
語　

釈
】

○
天
地
の
な
げ
き　
「
嘆
き
」
の
語
源
は
「
な
が
い
き
」、
詩
文
で
は
「
長
嘆

息
」
と
も
表
記
さ
れ
る
。
詩
歌
の
表
現
で
は
悲
し
げ
な
た
め
息
を
表
す
こ
と

が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
語
源
の
意
味
に
近
い
か
。『
莊
子
』
斉
物
論
に
「
大

塊
噫
氣
、
其
名
為
風
（
大
塊
の
噫
氣
、
そ
の
名
を
風
と
為
す
）」
と
あ
る
。

○
陰
陽
い
か
り
て　
「
怒
る
」
は
激
し
く
氣
が
荒
立
つ
意
、
陰
と
陽
の
調
和

を
取
り
崩
す
と
天
地
の
気
が
乱
れ
て
風
が
立
つ
と
さ
れ
た
。『
春
秋
元
命
苞
』

に
「
陰
陽
怒
為
風
（
陰
陽
怒
り
て
風
と
な
る
）」（
太
平
御
覧
・
卷
九
・
天
部

九
「
風
」）。
○
五
日
に
風
一
た
び
ふ
く　
「
五
日
」
は
五
日
間
、
節
気
の
最

小
単
位
「
候
」
の
こ
と
、二
十
四
節
気
は
七
十
二
「
候
」
に
分
か
れ
る
。「
候
」

が
変
わ
る
ご
と
風
が
起
こ
る
と
さ
れ
る
。『
論
衡
』
に
「
儒
者
論
太
平
瑞
應

皆
言
、
五
日
一
風
、
風
不
鳴
條
（
儒
者
、
太
平
の
瑞
應
を
論
じ
て
皆
言
ふ
、

五
日
に
一
た
び
風
し
、
風
條
を
鳴
さ
ず
と
）」（
藝
文
類
聚
・
卷
一
・
天
部
上

「
風
」）。
な
お
現
存
『
論
衡
』
是
應
篇
に
見
る
原
文
は
も
っ
と
詳
し
い
。
百

詠
和
歌
注
の
引
用
は
類
書
に
近
い
が
、
お
そ
ら
く
、
平
安
時
代
の
日
本
で
作
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ら
れ
た
類
書
を
引
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
以
上
「
天
地
」
か
ら
「
う
ご

か
さ
ず
と
い
へ
り
」
ま
で
は
題
注
。
○
松
声　

松
に
吹
き
つ
け
る
風
の
音
、

後
に
そ
の
音
色
を
写
し
た
琴
曲
の
「
風
入
松
」
を
い
う
。
王
勃
・
聖
泉
宴
に

「
蘭
氣
薫
山
酌
、松
声
韻
野
弦
（
蘭
氣
、山
酌
に
薫
り
、松
声
、野
弦
に
韻
く
）」。

○
夜
琴　

静
か
な
夜
に
奏
で
る
琴
の
曲
。
こ
こ
で
は
晉
の
嵇
康
が
作
っ
た
と

い
わ
れ
る
琴
の
古
曲
「
風
入
松
」
を
指
す
。
○
鳴
琴　

琴
の
こ
と
。
流
布
本

に
「
琴
」
に
作
る
。「
鳴
琴
」
は
詩
賦
に
よ
く
使
わ
れ
る
熟
語
。
陶
淵
明
・

閒
情
賦
に
「
願
在
木
而
為
桐
、
作
膝
上
之
鳴
琴
（
願
は
く
は
木
に
在
り
て
桐

と
な
り
、
膝
上
の
鳴
琴
に
作
ら
れ
ん
こ
と
を
）」。
○
い
つ
か
は　

い
つ
か
実

現
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
に
対
す
る
反
語
、
い
や
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
。「
君
を
の
み
思
ひ
こ
し
ぢ
の
白
山
は
い
つ
か
は
雪
の
き
ゆ
る
時
あ
る

（
古
今
・
雑
・
979
・
大
頼
）
○
こ
と
の
ね
に
か
よ
ふ　

琴
の
音
、「
通
ふ
」
は

も
の
と
も
の
が
互
い
に
通
じ
る
、
響
き
合
う
意
。
松
を
吹
き
つ
け
る
風
の
音

が
琴
の
音
曲
に
通
ず
る
。「
う
れ
し
く
も
秋
の
み
山
の
松
風
に
う
ゐ
こ
と
の

ね
の
か
よ
ひ
け
る
か
な
」（
金
葉
・
雑
・
579
・
美
濃　

皇
后
宮
）
○
松
の
し

ら
べ　

松
を
吹
き
付
け
る
風
の
音
を
写
し
た
「
風
入
松
」
と
い
う
琴
の
古
曲

を
い
う
。「
こ
と
の
ね
に
峰
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
緒
よ
り
し
ら
べ

そ
め
け
む
」（
拾
遺
・
雑
上
・
451
・
斎
宮
女
御
）

【
通　

釈
】

〈
題
注
〉　

天
地
の
吐
き
出
す
長
い
息
は
風
と
な
る
。
陰
と
陽
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
ら
氣
が
乱
れ
立
っ
て
風
と
な
る
。
世
の
政
治
が
よ
く
治
ま

る
時
は
気
候
の
変
わ
る
五
日
毎
に
一
度
風
が
吹
き
、
そ
れ
も
木
々

の
枝
を
動
か
さ
な
い
程
度
で
あ
る
。

〈
句
〉　　

松
を
吹
き
鳴
ら
す
風
の
音
が
静
か
な
夜
中
に
弾
く
琴
の
曲
調
に
奏

で
ら
れ
て
い
る
。

〈
注
〉　　

琴
に
は
「
風
入
松
」
の
曲
が
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
風

が
松
を
吹
き
鳴
ら
す
音
の
抑
揚
が
琴
曲
の
節
回
し
に
似
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

〈
歌
〉　　

吹
か
な
い
あ
い
だ
い
つ
か
は
琴
曲
の
音
色
に
通
じ
合
う
と
思
う
の

だ
ろ
う
か
、
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、
吹
き
つ
け
る
風
だ
か
ら

こ
そ
風
入
松
の
曲
に
通
ず
る
松
の
音
色
を
立
て
る
の
だ
。

【
余　

考
】

　
「
李
嶠
百
詠
」
は
平
安
中
期
か
ら
幼
学
四
書
の
一
つ
と
し
て
親
し
ま
れ
た

と
い
わ
れ
る
（
太
田
晶
二
郎
「
四
部
ノ
読
書
」
考
）。
藤
原
誠
信
が
天
禄
元

年
（
九
七
〇
）
に
七
歳
で
「
百
詠
」
を
読
ん
だ
と
い
い
（
口
遊
）、
和
漢
朗

詠
集
の
成
立
よ
り
も
早
く
か
ら
幼
学
書
と
し
て
詠
ま
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

三
十
六
歌
仙
の
一
人
斎
宮
女
御
の
有
名
な
歌
「
琴
の
ね
に
峰
の
松
風
か
よ
ふ

ら
し
い
づ
れ
の
お
よ
り
し
ら
べ
そ
め
け
む
」、
そ
の
題
に
「
野
宮
に
斎
宮
の

庚
申
し
侍
け
る
に
、
松
風
入
夜
琴
と
い
ふ
題
を
よ
み
侍
け
る
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、「
百
詠
」
の
詩
句
が
和
歌
の
詠
題
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
は
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
の
作
だ
が
、
同
じ
「
拾
遺
集
」
雑
上
に
同
じ

題
で
続
け
て
「
松
風
の
音
に
乱
る
る
こ
と
の
ね
を
弾
け
ば
子
の
日
の
心
地
こ

そ
す
れ
」（
452
）
と
の
歌
も
見
え
、
正
月
初
子
の
日
に
小
松
を
引
く
遊
び
や

宮
中
の
雅
宴
で
風
入
松
の
曲
が
弾
か
れ
る
光
景
に
か
け
て
詠
ん
で
い
る
。
お

そ
ら
く
斎
宮
女
御
も
幼
い
時
か
ら
和
歌
と
琴
と
と
も
に
「
百
詠
」
を
読
ん
で

い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
「
松
風
」
は
歌
語
と
し
て
万
葉
集
か
ら
す
で
に
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
琴
曲

と
結
び
付
け
た
歌
は
「
新
撰
万
葉
集
」
に
見
え
る
。「
琴
の
声
に
響
き
通
へ

る
松
風
を
調
べ
て
も
鳴
く
蝉
の
声
か
な
」（
上
夏
16
）「
松
の
声
を
風
の
し
ら

べ
に
ま
か
せ
て
は
龍
田
姫
こ
そ
秋
は
ひ
ぐ
ら
し
」（
上
秋
23
）。
寛
平
五
年
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（
八
九
三
）
九
月
、
菅
原
道
真
の
撰
と
伝
え
ら
れ
る
新
撰
万
葉
集
の
和
歌
は
、

是
貞
親
王
家
歌
合
と
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
（
八
八
九
）
の
歌
を
主
な
資
料
と

し
て
い
る
か
ら
、「
風
入
松
」
の
琴
曲
が
歌
に
詠
ま
れ
た
の
は
遅
く
と
も
寛
平

初
年
ま
で
に
遡
る
。
そ
の
間
、
日
本
の
宮
廷
文
壇
が
勅
撰
漢
詩
集
か
ら
和
歌

集
に
移
り
変
わ
り
、
更
に
物
語
文
学
へ
広
が
っ
た
こ
と
は
大
江
千
里
の
「
句

題
和
歌
」（
寛
平
六
年
）
を
通
り
過
し
て
、『
古
今
集
』
や
『
源
氏
物
語
』
に

跡
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。（
新
間
一
美
「『
松
風
』
と
『
琴
』
―
新
撰
万
葉

集
か
ら
源
氏
物
語
へ
―
」『
王
朝
文
学
の
本
質
と
変
容
・
散
文
篇
』）

　

現
存
「
百
詠
」
諸
本
に
見
る
こ
の
句
は
「
松
声
入
夜
琴
」
に
作
り
、「
松
風
」

の
異
文
は
見
当
た
ら
な
い
。
初
唐
詩
で
初
め
「
松
風
」「
松
声
」
を
琴
曲
に

結
び
付
け
た
の
は
王
勃
。
そ
の
「
聖
泉
宴
序
」
に
「
松
風
唱
い
響
き
、
竹
露

空
に
薫
る
」
と
い
い
、
詩
に
「
蘭
気
山
酌
に
薫
り
、
松
声
野
弦
に
韻
く
」
と

歌
う
。
ま
た
詠
風
詩
に
も
「
日
落
ち
て
山
水
静
け
く
、
君
が
為
に
松
声
を
起

つ
」
と
あ
る
か
ら
、
李
嶠
の
「
風
」
詩
も
王
勃
詩
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、

十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
前
掲
斎
宮
女
御
の
歌
に
詠
題
を
つ
け
た
の

は
源
順
。
彼
も
そ
の
時
歌
を
詠
ん
で
い
る
が
、
序
に
題
を
「
松
の
声
夜
の
琴

に
入
る
」
と
し
た
の
に
、
歌
題
に
は
「
松
の
風
夜
の
琴
に
入
る
」
と
し
て
い

る
。
源
順
は
王
勃
も
序
と
詩
で
「
松
風
」
と
「
松
声
」
を
使
い
分
け
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
知
ら
な
い
が
、
琴
曲
を
か
け
た
「
松
風
」
は
詩
語
と

し
て
日
本
漢
詩
文
に
お
い
て
も
っ
と
遡
れ
る
。
平
安
初
期
の
勅
撰
漢
詩
集
を

通
り
越
し
て
、
奈
良
朝
の
「
懷
風
藻
」
に
す
で
に
巨
勢
多
益
須
・
春
日
應
詔

に「
松
風
催
雅
曲
、鴬
哢
添
談
論
。（
松
風
雅
曲
を
催
し
、鴬
哢
談
論
に
添
ふ
）」。

藤
原
史
・
遊
吉
野
に
「
翻
知
玄
圃
近
。
對
翫
入
松
風
。（
翻
り
て
知
る
玄
圃

の
近
き
こ
と
を
、對
翫
す
松
に
入
る
風
）」。
田
邊
史
百
枝
・
春
苑
應
詔
に
「
松

風
韻
添
詠
。
梅
花
薫
帶
身
。」（
松
風
の
韻
詠
に
添
へ
、梅
花
の
薫
身
に
帯
ぶ
）

と
い
っ
た
多
く
の
松
風
琴
曲
を
詠
む
漢
詩
が
存
し
た
。

　
「
百
詠
」
の
伝
来
は
早
く
て
第
七
回
遣
唐
使
帰
朝
の
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）

に
想
定
で
き
る
が
、
現
存
す
る
最
も
早
い
日
本
の
写
本
は
伝
嵯
峨
天
皇
宸
翰

本
で
、
時
代
は
下
が
る
。
一
方
、
王
勃
は
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
七
月
廿
六

日
付
で
書
写
の
抄
本
が
正
倉
院
に
現
存
し
て
い
る
か
ら
、「
詩
序
集
」
だ
け
で

な
く
、
王
勃
の
詩
文
の
伝
来
は
も
っ
と
早
か
っ
た
こ
と
確
か
で
あ
る
。「
李

嶠
百
詠
」
以
降
、
李
白
が
こ
の
曲
を
特
に
好
み
、
琴
讃
に
「
秋
風
入
松
、
萬

古
竒
絶
（
秋
風
松
に
入
り
て
、
萬
古
竒
絶
す
）」
と
称
え
た
が
、
同
時
代
の

王
昌
齡
は
聽
琴
弾
風
入
松
贈
楊
補
闕
に
「
商
風
入
我
琴
、
夜
竹
深
有
露
。
絃

悲
與
林
寂
、
清
景
不
可
度
。（
商
風
我
が
琴
に
入
り
、
夜
竹
深
く
露
有
り
。

絃
悲
し
く
林
と
與
に
寂
し
く
、
清
景
度
る
可
か
ら
ず
。）」
と
歌
っ
た
。
白
居

易
も
嵩
陽
觀
夜
奏
霓
裳
に
「
迥
臨
山
月
聲
彌
怨
、
散
入
松
風
韻
更
長
（
迥
か

山
月
に
臨
み
て
聲
い
よ
い
よ
怨
み
、
散
じ
て
松
風
に
入
り
て
韻
べ
更
に
長

し
）」
と
詠
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
物
悲
し
い
寂
し
い
と
い
う
の
が
中
唐
の
詩

人
の
風
入
松
と
い
う
琴
曲
に
対
す
る
一
般
的
な
認
識
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
漢
詩
や
和
歌
で
む
し
ろ
こ
の
曲
の
優
雅
な

趣
を
前
面
に
出
し
た
も
の
が
多
い
点
で
は
、
や
は
り
初
唐
詩
わ
け
て
も
百
詠

の
影
響
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、斎
宮
女
御
の
歌
の
詠
題
と
な
っ
た
詩
句
が
「
李
嶠
百
詠
」
か
ら
取
っ

た
こ
と
、
百
詠
わ
け
て
も
こ
の
句
の
国
文
学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
夙
に
多
く
の
先
学
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
柳
瀬
喜
代

志
編
『
李
嶠
百
二
十
詠
索
引
』（
東
方
書
店
）
に
詳
し
い
。

8　

若
至
蘭
臺
下　

還
拂
楚
王
襟　
　

宋
玉
風
賦
云
、
楚
襄
王
遊
於
蘭
臺
之

宮
、
有
風
颯
然
而
至
、
王
乃
披
襟
而
當
之
也
。
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心
あ
れ
や
み
ゆ
き
の
秋
を
知
か
ほ
に
は
な
の
う
て
な
を
は
ら
ふ
ゆ
か
風

【
百　

詠
】

若
至
蘭
臺
下
（
若
し
蘭
臺
の
下
に
至
ら
ば
）

還
拂
楚
王
襟
（
還
た
楚
王
の
襟
を
拂
は
む
）

【
百
詠
注
】

若　
シ

至　
バ

蘭
臺　
ノ

下　
ニ　

還　
テ

拂　
ハ
ン

二

楚
王　
ノ

襟　
ヲ

一　
〈
宋
玉
風
賦　
ニ

曰
。
楚　
ノ

襄
王
遊
二

蘭
臺
一

。
有

レ

風
颯
然　
ト
シ
テ

而
至　
ル

。
乃
披
レ

襟　
ヲ

而
當
レ

之
。
襄
王
曰　
ク

快ワ
イ

哉ナ
ル

此　
ノ

風
。〉（
宋
玉
が
風

の
賦
に
曰
く
。
楚
の
襄
王
蘭
臺
に
遊
ぶ
。
風
あ
り
颯
然
と
し
て
至
る
。
乃
ち

襟
を
披
き
て
こ
れ
に
當
る
。
襄
王
曰
く
快
な
る
か
な
こ
の
風
）

【
語　

釈
】

○
蘭
臺　

戦
国
の
時
楚
の
宮
殿
の
名
。
○
楚
王　

こ
こ
で
は
宋
玉
ら
が
仕
え

た
楚
の
頃
襄
王
の
こ
と
。
○
宋
玉　

楚
の
大
夫
、
景
差
と
と
も
に
頃
襄
王
に

仕
え
、
善
く
辞
賦
を
作
っ
た
。
屈
原
の
弟
子
と
も
い
わ
れ
る
。
○
風
賦　

宋

玉
の
作
品
、『
文
選
』
巻
十
三
に
収
載
。
時
の
襄
王
が
驕
奢
で
あ
っ
た
故
、
宋

玉
は
こ
の
賦
を
作
っ
て
風
諫
し
た
と
い
わ
れ
る
。
○
心
あ
れ
や　
「
心
あ
り
」

は
分
別
あ
る
、
情
趣
・
風
情
の
解
す
る
意
。「
や
」
は
用
言
の
命
令
形
な
ど

に
つ
い
て
相
手
の
気
持
ち
を
引
い
た
り
、
話
者
の
感
動
を
伝
え
る
間
投
助
詞
。

「
逢
坂
の
関
の
せ
き
守
心
あ
れ
や
岩
間
の
し
水
影
を
だ
に
見
ん
」（
新
勅
撰
・

恋
・
754
・
隆
季
）。
○
し
り
が
ほ　
「
知
り
顔
」、
あ
た
か
も
自
分
が
訳
を
心

得
て
い
る
顔
つ
き
ま
た
は
そ
う
し
た
様
子
。「
千
世
ふ
べ
き
初
の
春
と
し
り

が
ほ
に
け
し
き
こ
と
な
る
花
桜
か
な
」（
千
載
集
・
賀
・
622
・
経
宗
）
○
花

の
う
て
な　
「
う
て
な
」
は
宮
殿
の
楼
台
を
い
う
。
和
歌
で
は
美
し
い
殿
堂

楼
台
を
「
玉
の
う
て
な
」
と
詠
む
慣
わ
し
。
文
選
に
並
ぶ
六
朝
の
艶
歌
詩
集

「
玉
台
新
詠
」に
豪
華
な
宮
殿
の
楼
台
を「
玉
台
」と
い
っ
た
の
に
同
じ
。「
け

ふ
み
れ
ば
玉
の
う
て
な
も
な
か
り
け
り
あ
や
め
の
草
の
い
ほ
り
の
み
し
て
」

（
拾
遺
集
・
夏
・
110
・
読
人
不
知
）。
こ
こ
の
「
花
の
う
て
な
」
と
は
文
字
通

り
「
蘭
台
」
の
直
訳
で
あ
る
。
○
は
ら
ふ
ゆ
か　
「
床
（
ゆ
か
）」
は
殿
堂
や

楼
台
の
一
段
高
く
構
え
た
板
敷
の
と
こ
ろ
。
蓆
な
ど
を
敷
い
て
人
の
寝
所
と

す
る
と
こ
ろ
は
普
通
「
床
（
と
こ
）」
と
い
い
、
長
く
使
わ
な
い
と
塵
が
積

も
る
こ
と
か
ら
「
ひ
と
よ
と
て
よ
が
れ
し
床
（
と
こ
）
の
さ
む
し
ろ
に
や
が

て
も
塵
の
つ
も
り
ぬ
る
か
な
」（
千
載
・
恋
・
880
・
讃
岐
）
と
い
う
ふ
う
に

歌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
ゆ
か
」
も
寝
る
所
と
す
る
と
「
と
こ
」
と
の
相
違

が
曖
昧
に
な
り
、
異
伝
の
生
ず
る
一
因
に
な
る
。「
む
ば
玉
の
い
も
が
黒
髪

こ
よ
ひ
も
や
わ
が
な
き
と
こ
（
一
に
「
ゆ
か
」
と
い
う
）
に
な
び
き
い
で
ぬ

ら
ん
」（
拾
遺
・
恋
・
802
・
読
人
不
知
）。

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

も
し
風
が
蘭
臺
の
宮
殿
を
吹
き
通
る
な
ら
ば
、
や
は
り
楚
の
王
の
襟

を
吹
く
で
あ
ろ
う
。

〈
注
〉　

楚
の
文
章
家
・
宋
玉
の
「
風
の
賦
」
に
い
う
。
楚
の
襄
王
が
蘭
臺
宮

を
行
幸
す
る
時
、
風
が
爽
や
か
に
吹
い
て
き
た
の
で
、
王
は
襟
を
開

い
て
風
に
当
た
っ
た
。

〈
歌
〉　

も
の
ご
と
の
情
趣
が
わ
か
る
の
だ
ろ
う
か
、
ま
る
で
楚
の
襄
王
が
秋

の
蘭
台
宮
に
行
幸
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
玉
殿
の
楼

台
の
ゆ
か
を
吹
き
払
う
風
よ
。

【
余　

考
】

　

和
歌
表
現
と
し
て
の
「
花
の
う
て
な
」
は
む
し
ろ
釈
教
歌
で
極
楽
浄
土
に

往
生
し
た
者
の
座
る
蓮
の
台
を
表
す
の
が
普
通
。「
露
の
身
に
む
す
べ
る
罪

は
お
も
く
と
も
も
ら
さ
じ
物
を
花
の
う
て
な
に
」（
新
後
撰
・
釈
教
・
672
・

式
子
内
親
王
）。
華
や
か
な
宮
殿
の
楼
台
を
表
す
の
に
六
朝
の
詩
集
「
玉
台

新
詠
」
に
ち
な
む
「
玉
の
う
て
な
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
歌
で
あ
え
て
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宮
殿
の
楼
台
に
「
花
の
う
て
な
」
と
い
う
和
歌
の
熟
語
を
使
っ
た
の
は
、
蘭

台
を
直
訳
す
る
こ
と
で
、
常
套
表
現
に
新
風
を
吹
き
入
れ
よ
う
と
い
う
一
つ

の
態
度
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

同
じ
こ
と
は
、「
ゆ
か
風
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
宋
玉
・
風
の
賦
に
蘭
台

宮
殿
を
吹
き
回
る
風
に
つ
い
て
、「
倘
佯
中
庭
、
北
上
玉
堂
、
躋
於
羅
帷
、
經

於
洞
房
、
廼
得
為
大
王
之
風
也
（
中
庭
を
倘
佯
し
、
北
の
か
た
玉
堂
に
上
り
、

羅
帷
に
躋
れ
、
洞
房
に
經
て
す
な
は
ち
大
王
の
風
と
な
り
得
る
な
り
）」
と

描
く
。
初
唐
の
類
書
『
北
堂
書
鈔
』
で
も
「
北
上
玉
堂
」
を
風
の
典
型
表
現

と
す
る
。「
ゆ
か
風
」は
正
し
く
玉
堂
を
吹
き
回
る
風
を
表
す
表
現
で
あ
っ
た
。

「
堂
」
と
「
ゆ
か
」
の
相
関
関
係
を
思
わ
せ
る
和
歌
は
も
う
一
つ
挙
げ
る
と
、

花
山
院
の
御
製
歌
「
秋
ふ
か
く
な
り
に
け
ら
し
な
き
り
ぎ
り
す
ゆ
か
の
辺
り

に
声
き
こ
ゆ
な
り
」（
千
載
・
秋
・
332
）。『
詩
経
・
唐
風
』
蟋
蟀
に
「
蟋
蟀

在
堂
、
歳
聿
其
莫
（
蟋
蟀
堂
に
在
り
、
歳
こ
こ
に
そ
れ
暮
れ
ん
）」
と
歌
う
が
、

蟋
蟀
（
こ
お
ろ
ぎ
）
は
昔
き
り
ぎ
り
す
と
い
う
の
だ
か
ら
、
両
者
が
同
じ
情

景
を
詠
む
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。「
ゆ
か
」
は
正
に
「
堂
」
に
当
た
る

の
で
あ
る
。

巻
第
一　

天
象
部　
「
雲
」

9　

烟
　
タ
リ

万
年
樹　

烟

は
く
も
の
色
也
。
洛
陽
殿
の
前
に
大
な
る
橿カ
シ
ノ
キ樹

あ
り
。
一
の
名
を
万
年
樹
と
い
へ
り
。

行
す
ゑ
は
雲
井
は
る
か
に
し
ら
か
し
の
枝
に
も
葉
に
も
萬
代
の
色

【
百　

詠
】

烟

万
年
樹
（
氛
氳
た
り
万
年
の
樹
）

掩
映
三
秋
月
（
掩
映
せ
り
三
秋
の
月
）

【
百
詠
注
】

烟
　
タ
リ万

年　
ノ

樹
〈
烟

　
ハ

雲　
ノ

彩
也
。
洛
陽
殿
前　
ニ

有
大
橿
樹
、
一　
ノ

名　
ハ

万
年
也
〉（
烟

は
、
雲
の
色
な
り
。
洛
陽
殿
の
前
に
大
な
る
橿
樹
あ
り
、
一
の
名
は
万
年

と
い
ふ
）。
掩
映　
ス

三
秋　
ノ

月
〈
通
玄
真
経　
ニ

云
、
日
月
欲
レ

明
、
浮
雲
蔽
レ
フ

之
〉（
通

玄
真
経
に
云
ふ
、
日
月
明
ら
か
に
な
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
浮
雲
こ
れ
を
蔽
ふ
）。

【
語　

釈
】

○
烟
　

雲
気
が
発
生
し
混
沌
と
し
て
瀰
漫
す
る
さ
ま
を
い
う
。「
氛
氳
」「
氤

氳
」
に
同
じ
。
班
固
・
典
引
に
「
太
極
之
元
、
兩
儀
始
分
、
烟
烟

、
有

沉
而
奥
、
有
浮
而
清
（
太
極
の
元
め
、
兩
儀
始
め
て
分
つ
。
烟
烟

と
し

て
、
沉
み
て
奥
る
も
の
あ
り
、
浮
き
て
清
き
も
の
あ
る
）」。
注
に
「
烟
烟

、
隂
陽
和
一
、
相
扶
貌
也
。
言
兩
儀
始
分
之
時
、
其
氣
和
同
、
沉
而
濁
者

為
地
、
浮
而
清
者
為
天
（
烟
烟

た
る
は
、
隂
陽
和
一
に
し
て
、
相
ひ
扶

く
る
さ
ま
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
兩
儀
始
け
て
分
る
る
時
、
そ
の
氣
和
同
せ

り
。
沉
み
て
濁
る
も
の
は
地
を
為
し
、
浮
き
て
清
き
も
の
は
天
を
為
す
）」

と
あ
る
。
楊
乂
・
雲
賦
に
「
剛
柔
初
降
、
陰
陽
烟
熅
、
於
是
山
澤
通
気
、
華

岱
興
雲
（
剛
柔
初
め
て
降
り
、
陰
陽
烟
熅
た
り
。
こ
こ
に
お
い
て
山
澤
氣
を

通
は
し
、
華
岱
よ
り
雲
興
る
）」
と
あ
る
。
○
万
年
樹　

樫
の
木
。
ま
た
、

も
ち
の
木
も
常
緑
喬
木
の
た
め
「
萬
年
樹
」
と
い
わ
れ
た
（
余
考
参
照
）。

謝
玄
暉
・
直
中
書
省
に
「
風
動
萬
年
枝
、
日
華
承
露
掌
（
風
は
萬
年
の
枝
を

動
か
し
、
日
は
承
露
の
掌
に
華
や
か
な
り
）」。
李
善
注
に
「
晉

閣
銘
曰
、

華
林
園
有
萬
年
樹
十
四
株
（
晋
宮
閣
銘
に
曰
く
、
華
林
園
に
萬
年
樹
十
四
株

あ
り
）」。
こ
こ
で
萬
年
樹
は
雲
の
形
を
喩
え
る
。
○
洛
陽
殿　

洛
陽
に
あ
る

宮
殿
の
こ
と
。
○
橿
樹　

か
し
の
き
。
詩
経
に
歌
わ
れ
た
「
杻
」
と
い
う
木

は
別
名
を
土
橿
と
い
い
、
こ
れ
も
万
歳
の
名
で
呼
ば
れ
た
。
○
雲
ゐ
は
る
か

に　

雲
井
、雲
居
は
雲
の
あ
る
大
空
、ま
た
は
雲
そ
の
も
の
。
和
歌
で
は
「
雲

ゐ
は
る
か
」
の
形
で
遠
く
あ
る
い
は
高
く
て
遥
か
に
離
れ
て
い
る
情
景
を
比
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喩
的
に
表
現
す
る
。「
秋
風
に
さ
そ
は
れ
わ
た
る
雁
が
ね
は
雲
ゐ
は
る
か
に

け
ふ
ぞ
き
こ
ゆ
る
」（
後
撰
・
秋
・
355
・
詠
み
人
知
ら
ず
）
○
し
ら
か
し　
「
し

ら
」
は
「
白
」「
知
ら
（
ず
）」
を
掛
け
る
。「
あ
し
曳
の
山
路
も
し
ら
ず
し

ら
か
し
の
枝
に
も
葉
に
も
雪
の
ふ
れ
れ
ば
」（
拾
遺
・
冬
・
252
・
人
麿
）。
白

樫
・
白
橿
は
日
本
各
地
の
山
地
に
自
生
す
る
ぶ
な
科
の
常
緑
高
木
。
葉
は
長

楕
円
形
、
上
面
は
緑
色
、
下
面
は
白
色
を
帯
び
る
の
で
、
和
歌
で
は
雪
・
霜

と
取
り
合
わ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
○
よ
ろ
づ
よ
の
色　
「
よ
ろ
づ
よ
」は
万
代
、

い
つ
ま
で
も
。「
よ
ろ
づ
よ
の
色
」
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
色
を
い
う
。

「
夜
を
か
さ
ね
山
路
の
霜
も
し
ら
か
し
の
と
き
は
の
色
ぞ
冬
な
か
り
け
る
」

（
新
後
撰
・
冬
・
469
・
道
家
）

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

こ
ん
と
ん
と
し
て
涌
き
上
が
る
雲
気
は
や
が
て
御
苑
に
生
え
る
鬱
蒼

た
る
萬
年
樹
の
よ
う
に
大
空
に
大
き
く
広
が
る
。

〈
注
〉　

烟

と
い
う
の
は
雲
の
色
な
り
。
洛
陽
殿
の
前
に
大
な
る
樫
の
木
が

あ
り
、
そ
の
別
名
を
万
年
樹
と
い
う
。

〈
歌
〉　

遥
か
空
高
く
広
が
る
雲
は
そ
の
行
く
末
ど
う
な
る
か
は
知
ら
な
い
が
、

白
樫
の
形
を
す
る
そ
の
枝
も
葉
も
何
時
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
白
の
色

な
の
だ
。

【
余　

考
】

　
『
詩
経
・
唐
風
』
山
有
樞
に
「
山
有
栲
、
隰
有
杻
（
山
に
拷
あ
り
、
隰
に

杻
あ
り
）」。
疏
に
「
杻
、
檍
也
。
葉
似
杏
而
尖
、
白
色
、
皮
正
赤
。
為
木
多

曲
少
直
、
枝
葉
茂
好
。
二
月
中
、
葉
疏
華
如

而
細
、
蘂
正
白
蓋
樹
、
今
官

園
種
之
、
正
名
曰
萬
歳
。（
杻
、
檍
な
り
。
葉
は
杏
に
似
て
尖
り
、
白
色
に

し
て
皮
正
に
赤
し
。
木
た
る
は
曲
多
く
直
少
し
。
枝
葉
茂
好
な
り
。
二
月
中

に
葉
疏
ら
に
し
て
華
練
の
如
く
細
か
く
、
蘂
正
に
白
く
樹
を
蓋
う
。
今
官
園

に
こ
れ
を
種
ゑ
、名
を
正
し
て
萬
歳
と
曰
ふ
。）」
と
あ
る
。『
広
韻
』
に
「
橿
、

一
の
名
は
檍
、
萬
年
木
」
と
あ
る
か
ら
、
杻
、
檍
、
橿
は
同
じ
木
の
別
名
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
橿
が
「
萬
年
樹
」
と
い
わ
れ
宮
中
に
植

え
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
が
、
冬
青
即
ち
も
ち
の
木
も
常
緑
喬
木
だ

か
ら
一
の
名
を
萬
年
と
呼
ば
れ
た
た
め
紛
れ
や
す
い
。
で
も
橿
は
周
禮
・
冬

官
・
考
工
記
に
も
見
え
る
の
で
宮
中
に
植
え
ら
れ
た
「
萬
年
樹
」
は
こ
れ
で

あ
っ
た
こ
と
間
違
い
な
い
。

　
「
樫
」
わ
け
て
も
「
し
ら
か
し
」
は
日
本
各
地
の
山
地
に
自
生
し
て
い
る

か
ら
和
歌
に
も
よ
く
歌
わ
れ
、
歌
語
と
し
て
の
表
現
が
熟
し
て
い
た
か
ら
、

光
行
の
歌
は
先
行
の
人
麿
歌
を
踏
ま
え
て
和
歌
的
表
現
に
拠
り
か
か
っ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

10　

掩
映　
ス

三
秋
月
。
通
玄
真
経
云
。
日
月
あ
き
ら
か
な
ら
ん
と
す
れ
ど
も
。

う
か
べ
る
雲
蔽　
フ

レ

之　
ヲ

と
い
へ
り
。
三
秋
と
は
一
月
を
一
秋
と
す
。
三
月
は

三
秋
な
り
。

は
れ
ぬ
よ
の
空
も
お
も
へ
ば
う
き
も
の
や
心
と
月
の
お
ほ
ろ
な
る
か
は

【
語　

釈
】

○
掩
映　

た
が
い
に
映
え
合
う
さ
ま
。
庾
信
・
燈
賦
「
秀
華
掩
映
、
蚖
膏
照

灼
（
秀
華
掩
映
し
、蚖
膏
照
灼
す
）」。
○
三
秋　

初
秋
、仲
秋
、晩
秋
の
三
ヶ

月
。
旧
暦
で
は
七
、八
、九
月
を
い
う
。
○
通
玄
真
経　

書
名
、「
文
子
」
十
二

篇
を
い
う
。
周
の
人
辛
銒
の
撰
。
辛
銒
は
葵
邱
濮
上
の
人
、
計
然
と
号
す
。

范
蠡
が
彼
に
師
事
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
唐
の
天
寳
年
中
に
こ
れ
を
尊

ん
で
「
通
元
真
經
」
と
称
し
た
。
○
日
月
あ
き
ら
か
な
ら
ん
と
す
れ
と
も　

文
子
・
上
徳
篇
に
み
え
る
こ
と
わ
ざ
。「
日
月
欲
明
、
浮
雲
蔽
之
。
河
水
欲
清
、

沙
土
穢
之
。
叢
蘭
欲
脩
、
秋
風
敗
之
。
人
性
欲
平
、
嗜
欲
害
之
。
蒙
塵
而
欲
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無
眯
、
不
可
得
潔
（
日
月
明
ら
か
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
浮
雲
こ
れ
を
蔽

う
。
河
水
清
か
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
沙
土
こ
れ
を
穢
す
。
叢
蘭
脩
で
ん

と
欲
す
れ
ど
も
、
秋
風
こ
れ
を
敗
す
。
人
の
性
平
ら
か
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ど

も
、
嗜
欲
こ
れ
を
害
す
。
塵
を
蒙
り
て
眯
無
き
を
欲
す
れ
ど
も
、
潔
き
を
得

べ
か
ら
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。
物
事
は
よ
い
方
向
に
向
お
う
と
し
て
も
必

ず
そ
れ
に
逆
う
も
の
が
現
れ
、
俗
世
に
あ
っ
て
は
到
底
俗
を
免
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
、
自
然
に
帰
順
す
る
こ
と
を
徳
と
す
る
老
荘
思
想
を
主
張
す

る
名
文
。
○
は
れ
ぬ
よ
の　
「
晴
れ
ぬ
」
は
夜
の
空
と
思
い
・
心
と
に
掛
け

る
掛
詞
。「
い
か
で
か
は
あ
ま
つ
空
に
も
か
す
む
べ
き
心
の
う
ち
に
は
れ
ぬ

思
ひ
を
」（
新
勅
撰
・
恋
・
647
・
相
模
）
○
う
き
も
の　
「
う
き
」
は
雲
の
縁

語
、憂
き
と
浮
き
を
掛
け
る
。「
憂
き
も
の
」
は
和
歌
に
多
い
常
用
表
現
だ
が
、

「
浮
き
も
の
」は
題
の「
雲
」を
言
い
換
え
る
表
現
。
○
心
と　
「
心
」に「
と
」

を
結
び
つ
け
る
形
で
、
他
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
自
ら
進
ん
で
そ
う

す
る
意
。
○
か
は　

助
詞
、
反
語
ま
た
は
疑
問
の
意
を
表
す
。

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

雲
は
秋
の
夜
空
を
皓
々
と
照
り
輝
く
明
月
と
映
え
交
う
。

〈
注
〉　

通
玄
真
経
に
い
う
、
日
月
は
明
ら
か
に
照
り
輝
こ
う
と
す
る
が
、
浮

き
雲
は
そ
の
光
明
を
蔽
い
曇
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
三
秋
と
い
う
の
は

一
ヶ
月
を
一
秋
と
い
い
、
秋
の
三
ケ
月
を
三
秋
と
い
う
。

〈
歌
〉　

晴
れ
な
い
夜
の
空
も
思
え
ば
（
浮
き
雲
に
覆
わ
れ
て
）
憂
鬱
な
も
の

だ
、
明
月
が
自
ら
好
ん
で
ぼ
ん
や
り
と
曇
っ
て
い
る
の
か
、
い
や
そ

ん
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
だ
。

【
余　

考
】

　

百
詠
「
雲
」
の
詩
句
「
掩
映
せ
り
三
秋
の
月
」
は
秋
月
と
白
雲
が
互
い
に

映
え
合
う
良
辰
美
景
を
表
す
叙
景
の
句
で
あ
る
。
雲
が
あ
る
か
ら
一
時
的
に

軽
く
月
を
蔽
う
こ
と
は
あ
る
と
し
て
も
月
と
雲
が
映
え
合
う
美
景
が
描
写
の

趣
旨
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
気
象
用
語
で
い
え
ば
こ
れ
は
晴
れ
で
あ
っ
て
曇
り

で
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
詩
注
に
「
日
月
明
ら
か
な
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
、

浮
雲
こ
れ
を
蔽
う
」
と
い
う
典
拠
を
引
い
た
の
は
必
ず
し
も
間
違
い
と
は
言

え
な
い
と
し
て
も
適
切
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
歌
の
ほ
う
は
朧
月
の
夜
景
を
詠
ん
だ
ば
か
り
で
な
く
、
憂
鬱
な
気

持
ち
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
「
晴
れ
ぬ
」
が
空
と
思
い
の
両
方
に
掛

か
る
表
現
習
慣
に
寄
り
掛
か
っ
て
い
る
せ
い
も
あ
ろ
う
が
、
他
方
、
別
の
典

拠
が
影
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
も
見
過
ご
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
文
選
に
あ
る

古
詩
一
十
九
首
の
第
一
首
に
「
浮
雲
蔽
白
日
、
游
子
不
顧
返
（
浮
雲
白
日
を

蔽
い
、
游
子
返
る
を
顧
み
ず
）」
と
あ
る
。
李
善
注
に
「
浮
雲
の
白
日
を
蔽

ふ
は
以
て
邪
佞
の
忠
良
を
毀
す
こ
と
を

ふ
」
と
い
い
、
そ
し
て
『
文
子
』

の
前
出
文
を
引
き
、
更
に
陸
賈
『
新
語
』
を
引
い
て
「
邪
臣
の
賢
き
を
蔽
ふ

は
猶
ほ
浮
雲
の
日
月
を
障
ふ
が
ご
と
し
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
日
月
欲
明
、

浮
雲
蔽
之
」
な
る
文
言
は
漢
代
以
降
の
詩
文
で
は
小
人
が
君
子
を
讒
言
す
る

こ
と
を
表
現
す
る
比
喩
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
、
様
々
な
文
章
に
踏
襲
さ

れ
、
す
で
に
常
識
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
光
行
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ

の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
歌
を
そ
う
い
う
ふ
う
に
詠
ん
だ
も
の
と
考
え

て
差
し
支
え
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
詩
句
で
は
な
く
、
注
に
引

く
『
文
子
』
の
文
言
の
後
世
に
お
け
る
受
容
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
詠
歌
で

あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。	

（
胡　

志
昂
）

『
百
詠
和
歌
』
巻
第
二　

坤
儀
部　

原

25　

長　
ト

在云
事
ヲ

鶺
鴒
篇　
ニ

一　

鵲
鴒
は
水
鳥
也
。
お
ほ
き
さ
す
ゞ
め
の
ご
と
し
。
尾

な
が
く
し
て
せ
な
か
の
色
青
く
、
は
い
毛
な
り
。
腹
の
色
白
し
て
く
び
の
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し
も
黒
し
。
此
故
に
桂
陽
の
人
な
づ
け
て
連
銭
と
い
へ
り
。
こ
の
鳥
、
水

を
は
な
れ
て
原
に
あ
り
、
古
郷
の
浪
を
こ
ひ
て
と
び
と
も
を
よ
び
て
な
く
、

と
云
り
。

旧
里
は
さ
ぞ
な
こ
ひ
し
き
水
鳥
の
お
も
は
ぬ
く
さ
の
原
に
な
く
声

※
声
（
内
閣
乙
本
─
ら
む
）

【
百　

詠
】

方
知
急
難
響
（
方
に
知
る
、
急
難
の
響
き
）

長
在
鶺
鴒
篇
（
長
く
鶺
鴒
の
篇
に
在
る
を
）

【
百
詠
注
】

方　
ニ

知
急
難　
ノ

響　
キ

、
長　
ク

在　
事
ヲ

鶺
鴒
篇　
ニ

一

（
方
に
知
る
急
難
の
響
き
、
長
く
鶺
鴒
の
篇

に
在
る
こ
と
を
）〈
詩
曰
脊
令
在
原
兄
弟
急
難
（
詩
に
曰
く
、
脊
令
原
に
在

り
兄
弟
に
急
難
あ
り
）〉

【
語　

釈
】

○
鶺
鴒
篇　

鶺
鴒
は
セ
キ
レ
イ
の
こ
と
。
百
詠
注
の
示
す
よ
う
に
、『
詩
経
』

「
小
雅
鹿
鳴
」
の
「
脊
令
在
原
兄
弟
急
難
」（
脊
令
原
に
在
り
、
兄
弟
に
急
難

あ
り
）
を
指
す
。
○
鵲
鴒
は
水
鳥
也　

以
下
「
連
銭
と
い
へ
り
」
ま
で
、『
太

平
御
覧
』
巻
九
二
五
・
羽
族
部
一
二
「

鴒
」
項
に
見
え
る
「
毛
詩
義
疏
曰
、

鴒
水
鳥
、
一
名
渠
梁
。
大
如
鴳
雀
、
長
脚
尾
尖
、
背
上
青
灰
色
、
腹
下
白
、

頸
下
黒
、
如
連
銭
。
故
桂
陽
謂
之
連
銭
」（
毛
詩
義
疏
に
曰
く
、

鴒
は
水

鳥
な
り
、
一
名
渠
梁
。
大
き
さ
鴳
雀
の
如
く
、
長
き
脚
尾
は
尖
れ
り
。
背
の

上
は
青
灰
色
、
腹
の
下
は
白
く
、
頸
の
下
黒
く
、
連
銭
の
ご
と
し
。
故
に
桂

陽
こ
れ
を
連
銭
と
謂
ふ
。）
が
も
っ
と
も
近
い
か
。
○
こ
の
鳥
、
水
を
は
な

れ
て
〜
と
も
を
よ
び
て
な
く　
『
詩
経
』
の
同
箇
所
の
毛
詩
鄭
箋
「

渠
水
鳥
。

而
今
在
原
失
其
常
処
、則
飛
則
鳴
求
其
類
、天
性
也
。
猶
兄
弟
之
於
急
難
。（

渠
は
水
鳥
な
り
。
而
る
に
今
、
原
に
在
り
其
の
常
処
を
失
へ
り
。
則
ち
飛
び

則
ち
鳴
き
其
の
類
を
求
む
は
、
天
性
也
。
猶
ほ
兄
弟
の
急
難
に
お
け
る
が
ご

と
し
。）」
が
も
っ
と
も
近
い
か
。
但
し
、「
古
郷
の
浪
を
こ
ひ
て
」
の
部
分
は
、

百
詠
和
歌
独
自
の
表
現
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は【
余
考
】参
照
。「

渠（
よ

う
き
ょ
）」
は
鶺
鴒
の
異
名
。
○
旧
里　

昔
自
分
が
住
ん
で
い
た
場
所
。
故

事
で
は
、
水
鳥
で
あ
る
鶺
鴒
が
原
以
前
に
住
ん
で
い
た
水
際
。
○
さ
ぞ
な　

さ
ぞ
や
、
さ
だ
め
し
。
○
水
鳥　

水
禽
。
水
辺
に
棲
息
す
る
鳥
。
こ
こ
で
は

鶺
鴒
を
指
す
。
○
お
も
は
ぬ　
「
思
い
も
よ
ら
ぬ
」
の
意
か
。「
イ
カ
ニ
セ
ム

ト
モ
ナ
キ
月
ニ
ソ
デ
ヌ
レ
テ
オ
モ
ハ
ヌ
サ
ト
ニ
ア
リ
ア
ケ
ノ
ソ
ラ
」（
片
仮

名
本
蒙
求
和
歌
・
48
・
真
長
望
月
〈
月
〉）
○
く
さ
の
原　

草
の
生
い
茂
っ

た
原
。「
ゆ
く
す
ゑ
は
空
も
ひ
と
つ
の
武
蔵
野
に
草
の
原
よ
り
い
づ
る
月
か

げ
」（
新
古
今
・
秋
上
422
・
摂
政
太
政
大
臣
）

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

ま
さ
に
今
知
っ
た
こ
と
は
、
急
難
に
遭
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
そ
の
鳴

声
を
聞
い
て
、
か
け
つ
け
て
く
れ
る
の
は
や
は
り
兄
弟
だ
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
鶺
鴒
と
い
う
詩
篇
に
あ
っ
た
こ
と

だ
。

〈
注
〉　

鶺
鴒
は
水
鳥
で
あ
る
。
大
き
さ
は
雀
ぐ
ら
い
。
尾
が
長
く
背
中
は
灰

色
の
毛
で
あ
る
。
腹
部
の
色
は
白
、
頸
の
下
側
は
黒
で
あ
る
。
こ
の

故
に
桂
陽
の
人
は
、
鶺
鴒
を
名
付
け
て
「
連
銭
」
と
い
う
の
だ
。
こ

の
鳥
は
、
水
辺
を
離
れ
て
原
に
い
る
。
そ
こ
で
以
前
住
ん
で
い
た
場

所
の
水
辺
の
波
を
恋
し
く
思
い
、
ま
た
友
を
呼
ん
で
鳴
く
の
だ
と
い

う
。

〈
歌
〉　

ふ
る
さ
と
は
こ
ん
な
に
も
恋
し
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
水
鳥
で
あ

る
鶺
鴒
が
、（
そ
こ
に
い
る
と
は
）
思
い
も
か
け
な
い
草
の
原
で
鳴
く

声
（
を
聞
く
）。
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【
余　

考
】

　

光
行
注
は
、百
詠
注
を
そ
の
ま
ま
引
く
の
で
は
な
く
、百
詠
注
に
示
す
『
詩

経
』
小
雅
・
替
鴒
の
注
（
義
疏
、
鄭
箋
）
を
用
い
て
詩
句
の
意
味
を
説
明
す

る
。
そ
の
上
で
、『
百
詠
和
歌
』
独
自
の
語
句
で
あ
る
「
古
郷
の
浪
を
こ
ひ
て
」

を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ふ
る
さ
と
は
さ
ぞ
な
こ
ひ
し
き
」
と
い
う
和
歌
の

表
現
を
紡
ぎ
出
し
い
る
。「
草
の
原
」
は
、『
源
氏
物
語
』
以
降
、「
死
者
の
魂

の
あ
り
所
」
と
い
う
意
味
を
詠
み
込
む
こ
と
が
こ
の
時
期
広
ま
っ
て
い
く
が
、

こ
こ
で
は
故
事
に
沿
っ
て
「
原
」
の
意
味
と
の
み
取
っ
て
お
く
。

巻
第
二　

坤
儀
部
「
原
」

25　

江
淹　
ガ

起
恨
年　

江
淹
が
恨
の
賦
に
云
、
草
原
に
人
の
か
ば
ね
あ
り
、
蔓

草
ほ
ね
に
ま
つ
へ
り
。
拱
木
た
ま
し
ひゐ

をお

さ
む
、
民
生
こ
ゝ
に
い
た
れ
り
、

天
道
こ
ゝ
に
論
ぜ
ん
や
。
僕
も
と
よ
り
恨
み
た
る
人
な
り
、
心
驚
こ
と
や

ま
ず
。
只
、
古
の
人
の
恨
に
ふ
し
て
し
に
に
し
を
お
も
ふ
。
又
云
、
土
地

豊
か
に
広
く
し
て
、
め
ぐ
り
ひ
と
し
き
を
原
と
云
り
。

し
も
う
づ
む
ま
く
ず
が
原
や
秋
風
の
く
れ
ゆ
く
ご
と
に
う
ら
み
け
る
あ
と

【
百　

詠
】

王
粲
銷　
シ

レ

憂　
ヲ

日
（
王
粲
が
憂
ひ
を
銷
し
日
）

江
淹　
ガ

起　
セ
ル

恨　
ヲ

年
（
江
淹
が
恨
み
を
起
せ
る
年
）

【
百
詠
注
】

江
淹　
ガ

起　
セ
ル

恨　
ヲ

年
〈
江
淹
恨
賦
曰
、
試
望　
メ
バ

平
原
蔓
草
縈マ
ト
フ

骨
〉（
江
淹
が
恨
の
賦

に
曰
く
、
試
み
に
平
原
を
望
め
ば
、
蔓
草
骨
に
縈
ふ
。）

【
語　

釈
】

○
江
淹　

四
四
四
〜
五
〇
五
。
字
は
文
通
。
父
は
康
之
、南
沙
の
県
令
で
あ
っ

た
が
幼
時
に
死
別
。
李
善
注
の
引
く
「
梁
典
」
に
は
、「
強
壮
（
四
十
歳
）
に

泊
び
て
漸
く
声
誉
を
得
た
り
。
前
後
二
集
、並
び
に
世
に
行
わ
る
。」
と
あ
る
。

『
文
選
』
に
「
恨
の
賦
」、「
別
の
賦
」
が
載
る
。『
梁
書
』
十
四
、『
南
史
』

五
九
に
本
伝
が
あ
る
。
○
恨
賦　
『
文
選
』
巻
十
六
に
収
載
。「
古
の
人
の
恨

に
ふ
し
て
し
に
に
し
を
お
も
ふ
。」
ま
で
同
賦
の
冒
頭
を
引
用
し
て
訓
読
し

て
い
る
。「
試
望
平
原
、
蔓
草
縈
骨
、
拱
木
斂
魂
、
人
生
到
此
、
天
道
寧
論
。

於
是
、
僕
本
恨
人
、
心
驚
不
已
。
直
念
古
者
伏
恨
而
死
。」（
試
み
に
平
原
を

望
め
ば
、
蔓
草
骨
に
縈
ひ
、
拱
木
魂
を
斂
む
。
人
生
此
に
到
り
て
は
、
天
道

寧
ぞ
論
ぜ
ん
。
是
に
於
い
て
僕
本
よ
り
恨
人
な
り
。
心
驚
き
て
や
ま
ず
。
直

に
古
者
の
恨
み
に
伏
し
て
死
せ
る
も
の
を
念
ふ
。）
○
蔓
草　

つ
る
く
さ
。

○
拱
木　

一
抱
え
も
あ
る
大
木
。
○
又
云
く
、
土
地
豊
か
に
広
く
し
て
、
〜

原
と
云
り　
『
百
詠
注
』
の
「
原
」
の
注
に
、「
原
〈
愚
袁
切
。
広　
ク

平　
ル
ヲ

曰
レ

原

亦
州　
ノ

名
。
説
文
本　
ハ

作
レ
ゲ
ン

周
礼　
ニ

有

注　
ニ
　
ハ

地
之
広　
ク

平　
ナ
ル

者
即
与
原
同
〉（
愚
袁

の
切
。
広
く
平
ら
な
る
を
原
と
曰
ふ
。
亦
は
州
の
名
な
り
。
説
文
に
、
本
は

に
作
る
、
周
礼
に
、

有
り
、

は
地
の
広
く
平
ら
な
る
者
な
り
、
即
ち

原
と
同
じ
。）」
と
あ
る
の
を
引
く
。
○
し
も
う
づ
む　

霜
が
全
て
を
埋
め
て

し
ま
っ
て
い
る
様
子
。「
霜
う
づ
む
小
野
の
し
の
は
ら
し
の
ぶ
と
て
し
ば
し

も
お
か
ぬ
秋
の
か
た
み
に
」（
拾
遺
愚
草
・
1761
）
○
ま
く
ず
が
原　

葛
が
一

面
に
生
い
茂
っ
て
い
る
野
原
。
葛
の
葉
が
風
に
翻
っ
て
白
い
葉
裏
を
見
せ
る

「
裏
見
」
と
「
恨
み
」
を
掛
け
る
表
現
は
「
秋
風
の
吹
き
う
ら
が
へ
す
く
ず

の
は
の
う
ら
み
て
も
猶
う
ら
め
し
き
か
な
」（
古
今
・
恋
五
823
・
平
貞
文
）

以
来
、
勅
撰
集
に
お
い
て
も
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
葛
が
一
面
に
生
え
て
い
る

「
真
葛
が
原
」
の
恨
み
の
例
と
し
て
「
嵐
ふ
く
ま
く
ず
が
原
に
な
く
し
か
は

恨
み
て
の
み
や
つ
ま
を
こ
ふ
ら
ん
」（
新
古
今
・
秋
歌
下
440
・
俊
恵
法
師
）

が
あ
る
。
○
く
れ
ゆ
く
ご
と
に　

年
月
が
過
ぎ
る
た
び
に

【
通　

釈
】
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〈
句
〉　

江
淹
は
恨
み
を
抱
い
て
賦
を
作
っ
た
。

〈
注
〉　

江
淹
の
「
恨
の
賦
」
で
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
草
原
に
は
人
の
屍
が

あ
る
と
い
う
。
つ
る
草
が
人
骨
に
ま
と
い
つ
き
、
墓
の
側
の
大
木
は

中
に
人
の
魂
が
こ
も
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
人
が
生
ま
れ
て
結
局

は
こ
の
よ
う
に
な
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
天
道
の
是
非
を
論
じ
て
も
意

味
の
な
い
こ
と
だ
。
私
は
元
来
恨
み
を
抱
き
や
す
い
人
間
で
、
心
が

乱
れ
て
や
ま
な
い
。
た
だ
恨
み
を
抱
い
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
古
人
の

こ
と
を
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
地
が
肥
沃
で
広
く
ま
た
、
周
囲
の

高
さ
が
一
定
で
あ
る
の
を
原
と
い
う
こ
と
だ
。

〈
歌
〉　

霜
が
一
面
を
埋
め
て
し
ま
っ
て
い
る
真
葛
が
原
で
は
、
葛
も
霜
の
下

に
隠
れ
て
し
ま
い
、
秋
風
が
葉
裏
を
見
せ
る
と
い
う
時
期
は
既
に
過

ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
昔
か
ら
歳
月
が
過
ぎ
る

た
び
に
、
恨
み
を
抱
い
て
死
ん
だ
人
々
が
平
原
に
そ
の
屍
を
埋
め
て

い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

【
余　

考
】

　

百
詠
和
歌
の
注
文
は
、
百
詠
注
に
示
す
典
拠
を
『
文
選
』「
恨
賦
」
に
ま

で
遡
っ
て
示
す
。
同
部
分
は
『
十
訓
抄
』
巻
九
ノ
五
に
も
引
か
れ
る
。
さ
ら

に
「
又
云
」
以
降
で
は
、
百
詠
注
の
「
原
」
と
い
う
詩
題
の
注
を
用
い
て
説

明
を
加
え
て
い
る
。
和
歌
は
、
既
に
季
節
が
過
ぎ
て
辺
り
一
面
霜
に
覆
わ
れ

て
い
る
真
葛
が
原
の
情
景
を
、「
恨
賦
」
も
踏
ま
え
て
詠
も
う
と
し
た
も
の
か
。

	

（
山
部　

和
喜
）

巻
第
三　

芳
草
部
「
藤
」

47　

神
農　
ハ

嘗　
テ

薬
罷　
ミ
ヌ
　

永
陽
縣
に
有
二

石4

室
一

。
為
二

神
農　
ノ

窟　
ト

一

、
々
前　
ニ

有
異
藤
一

、

朝
紫4

、
日
中
緑
、
晡申
時
也

　

黄
、
暮
青
、
夜
赤
、
五
色
也
。
神
農
氏
藤
を
な
め

て
良
薬
と
し
給
へ
り
。
千
金
藤
と
な
づ
く
。
昔
南
郡4

の
仲
恭
が
母
、
病
に

沈
め
り
。
山
に
入
て
薬
を
求
に
、
ひ
と
り
の
お
き
な
あ
へ
り
。
お
き
な
の

云
、
此
山
に
高
き
木
あ
り
。
そ
の
木
末
に
懸
る
物
あ
り
。
名
を
藤
と
い
へ

り
。
こ
れ
を
え
て
な
ん
ぢ
が
母
の
病
た
ち
ど
こ
ろ
に
い
え
な
ん
と
云
て
、

か
き
け
つ
や
う
に
う
せ
ぬ
。
仲
恭
こ
れ
を
と
て
、
母
に
あ
た
へ
て
、
な
む

る
に
病
則
い
え
ぬ
。
自
余
以
来
今
に
至
ま
で
、
こ
ほ
り
の
人
藤
を
良
薬
と

せ
り
。

藤
浪
の
に
ほ
は
ざ
り
せ
ば
老
に
け
る
ま
つ
の
た
の
み
を
な
に
ゝ
か
け
ま
し

【
百　

詠
】

神
農
嘗
薬
罷
（
神
農
は
薬
を
嘗
め
て
罷
み
ぬ
）

質
子
寄
書
来
（
質
子
は
書
を
寄
せ
て
来
る
）

【
百
詠
注
】

神
農
嘗ナ
メ
テレ

薬　
ヲ

罷ヤ
ミ
ヌ〈
有
二

小
鼠
藤
一

、
一
　
　
ニ
ハ

謂
二

千
金
藤
一

、
神
農　
ノ

所
レ

識
也
、
一
本　
ニ

神
農
嘗　
テ

レ

藤　
ヲ

為
レ

薬
、
見　
リ

二

本
草
経　
ニ

一

〉。（
小
鼠
藤
あ
り
。
一
に
は
千
金
藤
と
謂

ふ
。
神
農
の
識
る
所
な
り
。
一
本
に
神
農
藤
を
嘗
め
て
薬
と
な
す
。
本
草
経

に
あ
り
）
質
子　
ハ

寄　
テ

書　
ヲ

来　
ル

〈
始
興
記　
ニ

曰
、
晋
時
有
質
子
、
将
レ

皈　
ハ

忽
有
レ

人
寄
レ

書
曰
、
吾
家
有
懸
藤
、
果　
メ

如
其
言
也
、
一
本
王
韶
始
興
記
曰
、
晋
時
有
二

質

子
一

、
将
レ

皈
有
レ

人
寄
レ

書
曰
、
吾　
カ

家　
ハ

在
二

中
宿
縣　
ノ

水
亭
広
石　
ノ

間　
ニ

、
有
藤
、
君

扣
藤
有
レ

人
出　
ン

、
乃
如
其
言　
ノ

、
果　
メ

有
人
出
取
書
云
、
河
伯
命
レ

君
前　
ン
ト

入
レ

水
見
二

宇
屋
甚
華　
ナ
ル

也
〉（
始
興
記
に
曰
く
、
晋
の
時
質
子
あ
り
。
将
に
皈
ら
ん
と
す

れ
ば
忽
ち
に
人
あ
り
て
書
を
寄
せ
て
曰
く
、
吾
が
家
に
懸
藤
あ
り
と
。
果
た

し
て
そ
の
言
の
如
く
な
り
。
一
本
に
王
韶
始
興
記
に
曰
く
、
晋
の
時
質
子
あ

り
、
将
に
皈
ら
ん
と
す
る
に
人
あ
り
て
書
を
寄
せ
て
曰
く
、
吾
が
家
は
中
宿

縣
水
亭
広
石
の
間
に
あ
り
。
藤
あ
り
。
君
、
藤
を
扣
か
ば
人
あ
り
て
出
で
ん
。

乃
ち
そ
の
言
の
ご
と
し
。
果
た
し
て
人
あ
り
て
出
で
て
書
を
取
り
て
云
う
、
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河
伯
君
に
命
じ
て
前
に
せ
ん
と
。
水
に
入
り
宇
屋
の
甚
だ
華
な
る
を
見
る
な

り
）

【
語　

釈
】

○
神
農　

中
国
古
伝
説
中
の
帝
王
で
、
三
皇
の
一
人
。
人
民
に
耕
作
を
教
え

た
こ
と
か
ら
「
神
農
氏
」
と
称
さ
れ
た
。
ま
た
、
諸
草
を
嘗
め
て
薬
草
を
見

出
し
た
。
○
永
陽
縣　

以
下
、「
々
前
有
異
藤
」
ま
で
は
、『
百
詠
注
』
で

「
舒
　
　
ヘ
テ

苗　
ヲ

長　
ス

石
臺　
ニ

」
の
句
（「
神
農
嘗
薬
罷
」
に
前
接
）
に
付
さ
れ
た
、『
説
苑
』

か
ら
の
引
用
「
永
陽
有
二

岩
壁
一

、立
千
仞
、
岩
上　
ニ

有
二

石
臺
一

、為
二

神
農
窟　
ト

一

ヽ　
ノ

前　
ニ

有
二

百
薬
一

又
有
二

異
藤
一

（
永
陽
に
岩
壁
あ
り
。
立
つ
こ
と
千
仞
、
岩
上
に

石
臺
あ
り
。
神
農
の
窟
と
な
す
。
窟
の
前
に
百
薬
あ
り
。
ま
た
異
藤
あ
り
）」

と
類
似
す
る
が
、『
藝
文
類
聚
』
巻
八
十
二
・
草
部
下
「
藤
」
項
に
見
え
る
、「
異

苑
曰
、
永
陽
縣
有
山
、
壁
立
千
仞
、
巌
上
有
石
室
、
路
右
名
為
神
農
窟
、
窟

前
百
薬
叢
茂
、
莫
不
畢
備
、
又
別
有
異
藤
、
花
形
似
菱
菜
、
朝
紫
、
中
緑
、

哺
黄
、
暮
青
、
夜
赤
、
五
色
迭
耀
（
異
苑
に
曰
く
、
永
陽
県
に
山
あ
り
。
壁

立
す
る
こ
と
千
仞
。
巌
上
に
石
室
あ
り
。
路
右
名
づ
け
て
神
農
の
窟
と
な
す
。

窟
の
前
に
百
草
叢
が
り
茂
る
。
こ
と
ご
と
く
備
へ
ざ
る
な
し
。
又
別
に
異
藤

あ
り
。
花
の
形
は
菱
菜
に
似
て
、
朝
に
は
紫
、
中
に
は
緑
、
晡
に
は
黄
、
暮

に
は
青
、夜
に
は
赤
、五
色
に
迭
り
耀
く
）」
の
記
事
内
容
と
よ
り
近
い
。「
異

藤
」
が
一
日
の
間
に
色
を
変
化
さ
せ
た
こ
と
は
百
詠
注
に
は
見
え
な
い
。
光

行
注
は
『
藝
文
類
聚
』「
藤
」
項
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
○
石
室　

底
本
「
百
室
」。
前
掲
の
『
藝
文
類
聚
』「
藤
」
項
の
記
事
を
引
く
と
見
て
、

内
閣
乙
本
に
よ
り
校
訂
し
た
。「
石
室
」は
岩
窟
。
○
窟　
『
類
聚
名
義
抄
』（
観

智
院
本
）
に
「
イ
ハ
ヤ　

ア
ナ　

ム
ロ　

ス
ミ
カ　

ホ
ラ　

ホ
ル　

イ
ハ
ム

ロ
」
の
訓
が
載
る
。
神
農
氏
が
住
処
と
し
た
岩
屋
の
意
で
あ
ろ
う
。
○
異
藤

　
「
異
」
は
珍
し
い
、
不
思
議
な
の
意
。『
廣
韻
』
に
「
異
、
奇
也
」
と
見
え

る
。
○
朝
紫　

底
本
「
朝
望
」。
内
閣
乙
本
に
よ
り
校
訂
。
○
晡　

夕
方
。

現
在
の
午
後
四
時
頃
。『
類
聚
名
義
抄
』（
観
智
院
本
）
に
「
晡
〈
正
餔　

或

愽
胡
乂　

ユ
フ
ヘ　

ク
ル　

シ
メ
ヤ
ク　

申
時　

⊥
逋
〉　

─
時
〈
サ
ル
ノ

ト
キ
〉」
と
見
え
る
。
○
藤
を
な
め
て
…　

百
詠
注
に
「
一
本　
ニ

神
農
嘗　
テ

藤　
ヲ

為
レ

薬
、
見　
リ

本
草
経　
ニ

」
と
あ
る
の
に
拠
る
か
。
現
存
す
る
『
神
農
本
草
経
』
に
は

「
藤
」
字
の
入
る
項
目
は
見
出
せ
な
い
。
○
千
金
藤　

ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
科
ハ
ス

ノ
ハ
カ
ズ
ラ
。
茎
・
根
を
薬
用
に
す
る
。『
本
草
綱
目
』
巻
十
八
「
草
部
蔓

草
類
」
に
「
千
金
藤
」
が
載
り
、
効
能
が
記
さ
れ
て
い
る
。
○
南
郡　

底
本

「
南
都
」。
内
閣
乙
本
に
よ
り
校
訂
。
○
仲
恭
が
母
…　

以
下
の
話
は
百
詠
注

に
見
え
な
い
。『
南
斉
書
』
五
十
五
に
「
雁
門
解
仲
恭
亦
僑
居
南
郡
。（
中
略
）

母
病
経
時
不
差
。
入
山
採
薬
、
遇
一
老
父
。
語
之
曰
、
得
丁
公
藤
病
立
癒
。

此
藤
近
在
前
山
際
。
高
樹
垂
下
、
便
是
也
。
忽
然
不
見
。
仲
恭
如
其
言
。
得

之
治
病
、
母
即
差
。
至
今
江
陵
人
猶
有
識
此
藤
者
（
雁
門
の
解
仲
恭
、
ま
た

南
郡
に
僑
居
す
。（
中
略
）
母
の
病
、
時
を
経
て
差い

え
ず
。
山
に
入
り
薬
を

採
る
に
、
一
の
老
父
に
遇
ふ
。
こ
れ
に
語
り
て
曰
く
、
丁
公
藤
を
得
れ
ば
病

た
ち
ま
ち
癒
え
ん
。
こ
の
藤
近
く
前
山
の
際
に
あ
り
。
高
樹
よ
り
垂
れ
下
る

は
、
す
な
は
ち
こ
れ
な
り
と
。
忽
然
と
し
て
見
え
ず
。
仲
恭
そ
の
言
の
ご
と

く
す
。
こ
れ
を
得
て
病
を
治
す
に
、
母
す
な
は
ち
差い

ゆ
。
今
に
至
る
も
江
陵

の
人
、
な
ほ
こ
の
藤
を
識
る
者
あ
り
。）」
と
あ
る
記
述
に
ほ
ぼ
従
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
引
用
し
た
も
の
か
。
○
こ
れ
を
と
て　

内
閣
乙
本
は
「
こ
れ
を
と
○り
歟

て
」
と
す
る
。
○
藤
浪　

和
歌
で
は
藤
の
花
房
を
、「
わ
が
や
ど
の
池
の
藤
波

さ
き
に
け
り
山
郭
公
い
つ
か
き
な
か
む
」（
古
今
集
・
夏
135
よ
み
人
し
ら
ず
）

の
ご
と
く
、
し
ば
し
ば
波
に
見
立
て
て
詠
む
。「
浪
」
と
「
か
け
」
が
縁
語
。

○
に
ほ
は
ざ
り
せ
ば　

兼
輔
・
元
真
等
か
ら
作
例
が
見
え
る
が
、
取
り
合
わ

せ
ら
れ
る
植
物
は
梅
が
圧
倒
的
に
多
い
。
藤
と
共
に
詠
ん
だ
例
は
為
忠
家
初
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度
百
首
の
「
む
ら
さ
き
に
に
ほ
は
ざ
り
せ
ば
藤
の
は
な
池
よ
り
か
か
る
な
み

か
と
や
み
ん
」（
149
池
岸
藤
花
・
顕
広
）
の
み
で
あ
る
。
光
行
の
「
藤
浪
の
」

歌
に
お
い
て
も
、「
に
ほ
ふ
」
は
右
の
顕
広
歌
と
同
じ
く
、「
美
し
い
色
を
呈
す

る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
○
ま
つ
の
た
の
み　
「
藤
」
と
「
松
」
の

取
り
合
わ
せ
は
屏
風
絵
の
図
柄
と
し
て
も
好
ま
れ
、「
春
ふ
か
み
さ
き
て
に
ほ

へ
る
藤
の
は
な
ま
つ
ぞ
ち
と
せ
の
や
ど
り
な
り
け
る
」（
元
真
集
19
「
松
に

藤
か
か
り
た
る
と
こ
ろ
」）
の
よ
う
な
作
例
が
多
く
残
る
。
松
に
咲
き
懸
か

る
藤
花
が
松
か
ら
長
寿
を
得
る
と
す
る
発
想
も
常
套
的
で
、「
松
を
の
み
た
の

み
て
さ
け
る
藤
の
花
千
年
の
後
は
い
か
が
と
ぞ
み
る
」（
貫
之
集
70
）
の
よ

う
な
例
が
あ
る
。
光
行
の
「
藤
浪
の
」
歌
は
こ
の
発
想
を
逆
転
さ
せ
て
、「
老

い
た
松
が
（
薬
で
あ
る
）
藤
を
頼
み
に
し
て
い
る
」
と
詠
む
。「
松
」
と
「（
薬

を
）
待
つ
」
を
掛
け
、「
老
い
た
松
」
は
薬
を
待
つ
仲
恭
の
母
を
喩
え
る
。
○

な
に
ゝ
か
け
ま
し　
「
に
ほ
は
ざ
り
せ
ば
」
と
の
組
み
合
わ
せ
で
反
実
仮
想

を
形
づ
く
る
。「
な
に
に
か
け
ま
し
」の
用
例
は
、『
源
氏
物
語
』夕
顔
巻
の「
ほ

の
か
に
も
軒
端
の
荻
を
結
ば
ず
は
露
の
か
ご
と
を
何
に
か
け
ま
し
」（
光
源

氏
）
が
著
名
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
く
も
で
さ
へ
か
き
た
え
に
け
る
さ
さ
が
に

の
い
の
ち
を
い
ま
は
な
に
に
か
け
ま
し
」（
後
拾
遺
集
・
恋
三
769
馬
内
侍
）

と
同
様
に
、「
支
え
と
し
て
繋
ぎ
留
め
る
」
の
意
で
用
い
て
い
る
。

【
通　

釈
】

〈
句
〉　

神
農
は
（
藤
を
）
薬
と
し
て
嘗
め
た
。

〈
注
〉　

永
陽
県
に
岩
屋
が
あ
っ
た
。（
人
々
は
こ
れ
を
）
神
農
の
す
み
か
と

言
っ
た
。
そ
の
窟
の
前
に
不
思
議
な
藤
が
あ
っ
た
。（
そ
の
藤
は
）

朝
は
紫
、
日
中
は
緑
、
夕
方
は
黄
色
、
暮
は
青
、
夜
は
赤
と
、
五
色

（
に
変
化
す
る
の
）で
あ
る
。
神
農
氏
は
藤
を
嘗
め
て
良
薬
と
な
さ
っ

た
。
千
金
藤
と
名
付
け
た
。
昔
南
郡
の
仲
恭
の
母
が
、
病
に
伏
せ
っ

て
い
た
。（
仲
恭
が
）
山
に
入
っ
て
薬
を
探
す
と
、
一
人
の
老
翁
に

遭
遇
し
た
。
そ
の
翁
が
言
う
こ
と
に
は
、
こ
の
山
に
高
い
木
が
あ
る
。

そ
の
梢
に
掛
か
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
名
を
藤
と
言
う
。
こ

れ
を
手
に
入
れ
た
な
ら
お
前
の
母
の
病
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
癒
え
る
で

あ
ろ
う
と
言
っ
て
、（
老
翁
は
）
か
き
消
す
よ
う
に
い
な
く
な
っ
た
。

仲
恭
は
こ
れ
を
採
っ
て
、
母
に
与
え
て
、（
母
が
）
嘗
め
た
と
こ
ろ
、

病
は
即
座
に
治
っ
た
。
そ
れ
以
来
今
に
至
る
ま
で
、
こ
の
郡
の
人
は

藤
を
良
薬
と
し
て
い
る
。

〈
歌
〉　

藤
が
色
美
し
く
咲
い
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、（
薬
を
）
待
つ
老
い
た

松
（
の
よ
う
な
老
母
）
は
、
い
っ
た
い
何
を
（
命
を
繋
ぐ
）
支
え
と

し
て
頼
み
を
か
け
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

【
余　

考
】

　

当
該
の
百
詠
詩
句
に
百
詠
注
が
付
し
た
の
は
神
農
氏
の
故
事
で
あ
る
。
光

行
は
当
該
句
に
前
接
す
る
「
舒
苗
長
石
臺
」
の
百
詠
注
と
も
併
せ
て
神
農
氏

と
藤
の
関
係
を
引
用
し
て
は
い
る
が
、
和
歌
に
置
き
換
え
る
際
に
は
、『
南
斉

書
』
か
ら
引
い
た
全
く
別
の
話
柄
を
用
い
て
い
る
。
光
行
歌
は
和
歌
史
に
お

い
て
古
く
か
ら
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
き
た
藤
と
松
の
組
合
せ
を
踏
ま
え
な

が
ら
も
、
藤
が
松
の
長
寿
を
頼
み
に
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
捉
え
方
を
逆
転

さ
せ
て
一
首
を
構
想
し
、
さ
ら
に
「
松
」
と
「
待
つ
」
の
常
套
的
な
掛
詞
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
和
歌
伝
統
が
培
っ
た
表
現
技
巧
を
縦
横
に
取
り
込
み
つ

つ
、
藤
を
薬
と
す
る
孝
子
譚
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
に
親
し
み
や

す
い
作
品
世
界
へ
と
翻
案
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

48　

花
分
竹
葉　
ノ

盃　
ヲ

一　

西
セ
イ
ヰ

域キ
ニ

藤
の
盃
あ
り
、
お
ほ
き
さ
人
の
手
に
に
た
り
。

葉
葛
に
似
た
り
。
花
と
み
と
は
き
り
に
ゝ
た
り
。
さ
ま
〳
〵
の
文
あ
り
。
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こ
れ
を
盃
に
つ
く
れ
り
。
芳
し
て
え
ひ
を
け
す
。
昔
張
騫ケ
ン

大
宛
に
つ
き
て

こ
れ
を
え
た
り
。
国
の
人
酒
を
も
ち
て
藤
の
も
と
に
至
て
は
な
を
つ
み
て

え
ひ
を
さ
ま
す
。
又
、
野
人
藤
の
花
を
酒
に
作
れ
り
。
又
さ
け
あ
り
。
竹

葉
の
酒
と
い
ふ
。

か
す
み
く
む
春
の
た
も
と
の
に
ほ
ふ
ま
で
色
こ
き
藤
の
は
な
の
さ
か
づ
き

【
百　

詠
】

色
映
蒲
萄
架
（
色
は
蒲
萄
の
架
に
映
じ
）

花
浮
竹
葉
杯
（
花
は
竹
葉
の
杯
に
浮
ぶ
）

【
百
詠
注
】

色　
ハ

映
蒲
萄　
ノ

架
〈
張
騫
西
域
得
蒲
萄
皈
レ

漢　
ニ

也
。
一
本
言
蒲
萄
与
藤
同
架　
ノ

花
相

映
也
〉（
張
騫
西
域
に
蒲
萄
を
得
て
、
漢
に
皈
る
な
り
。
一
本
に
言
ふ
、
蒲

萄
は
藤
と
同
架
に
し
て
花
相
映
ず
る
な
り
）
花
浮
二

竹
葉
杯
一

〈
冝
城
有
竹
葉

酒
浮
蛻
飄
脂　
ノ

、
野
人
有
藤
花
酒
、
故
云
竹
葉
盃
也
。
一
本
藤
花
泛
レ

酒　
ニ

。
竹

葉　
ハ

酒　
ノ

名
也
〉（
冝
城
竹
葉
の
酒
あ
り
。
浮
蛻
脂
飄
ふ
。
野
人
に
藤
花
酒
あ
り
。

故
に
竹
葉
の
盃
と
云
ふ
な
り
。
一
本
に
、
藤
花
酒
に
泛
か
ぶ
。
竹
葉
は
酒
の

名
な
り
）

【
語　

釈
】

○
花
分　

百
詠
詩
句
な
ら
び
に
百
詠
注
は
い
ず
れ
も
「
花
浮4

」
だ
が
、『
百
詠

和
歌
』
で
は
内
閣
乙
本
も
「
花
分
」
に
作
る
。
○
竹
葉　

酒
の
名
。
○
西
域

　

古
代
中
国
人
か
ら
見
て
西
方
諸
外
国
を
総
称
し
た
語
。広
義
に
は
イ
ン
ド
・

イ
ラ
ン
・
小
ア
ジ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
等
を
含
む
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
漢

書
・
西
域
伝
』
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
新
彊
省
南
半
の
タ
ー
リ
ム
盆
地
を
中

心
と
す
る
地
方
を
指
す
か
。
以
下
の
注
は
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
九
五
・
百
卉

部
二
「
藤
」
項
に
、「
崔
豹
古
今
注
曰
、
酒
杯
藤
出
西
域
。
藤
大
如
臂
、
去
実

皆
可
以
酌
酒
。
自
有
文
章
、
映
徹
可
愛
。
実
大
如
杯
、
味
如
荳
蒄
、
香
美
消

酒
、
土
人
提
酒
来
至
藤
下
、
摘
花
酌
酒
。
以
其
実
消
酒
、
国
人
宝
之
不
伝
於

中
国
。
張
騫
大
宛
国
得
之
事
、
在
張
騫
出
関
志
。（
酒
盃
の
藤
、
西
域
に
出
づ
。

藤
の
大
き
さ
臂
の
如
く
、
花
実
と
も
に
以
て
酒
を
酌
む
べ
し
。
自
づ
か
ら
文

章
あ
り
。
映
じ
徹
し
て
愛
す
べ
し
。
実
の
大
き
さ
は
杯
の
如
く
、
味
は
荳
蒄

の
如
し
。
香
は
美
に
し
て
酒
を
消
す
。
土
人
酒
を
提
げ
、
来
り
て
藤
の
下
に

至
り
、
花
を
摘
み
酒
を
酌
む
。
そ
の
実
を
以
て
酒
を
消
す
。
国
人
こ
れ
を
宝

と
し
て
中
国
に
伝
へ
ず
。
張
騫
大
宛
国
に
こ
れ
を
得
る
事
、
張
騫
出
関
志
に

あ
り
）」と
あ
る
の
に
ほ
ぼ
従
う
。○
葉
葛
に
似
た
り
。花
と
み
と
は
き
り
に
ゝ

た
り　

後
代
の
編
纂
物
で
あ
る
が
、『
続
博
物
志
』
に
は
右
掲
の
『
崔
豹
古
今

注
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
事
が
載
り
、「
藤
大
如
臂
、
葉
似
葛
、
花
実
如
梧
桐

（
藤
の
大
き
さ
臂
の
如
し
。
葉
は
葛
に
似
、
花
実
は
梧
桐
の
如
し
）」
と
『
太

平
御
覧
』
に
は
見
え
な
い
叙
述
を
含
む
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
た
か
。
○
張

騫　

商
賈
か
ら
漢
代
の
郎
（
宮
中
に
仕
え
る
役
人
）
と
な
る
。
紀
元
前

一
三
九
年
に
武
帝
か
ら
、
匈
奴
の
地
を
横
断
し
て
大
月
氏
国
ま
で
の
使
者
を

勤
め
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
る
。
匈
奴
に
十
年
間
抑
留
さ
れ
た
後
、
大
宛
・
康
居

な
ど
中
央
ア
ジ
ア
の
諸
国
を
経
て
大
月
氏
国
に
到
っ
た
。
そ
の
見
聞
は
漢
代

の
西
域
経
営
に
影
響
を
与
え
た
。
○
大
宛　

中
央
ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ラ
ガ
ナ
盆

地
に
あ
っ
た
国
家
。
汗
血
馬
や
葡
萄
を
特
産
と
す
る
。
漢
代
に
お
い
て
は
西

域
中
も
っ
と
も
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
国
で
、『
史
記
』「
大
宛
列
伝
」に
は「
大

宛
以
蒲
萄
為
酒
、
富
人
蔵
酒
至
萬
余
石
、
久
者
数
十
歳
不
敗
」
と
見
え
る
。

○
野
人
…　

以
下
、『
百
詠
注
』
の
記
述
に
拠
る
。「
野
人
」
は
こ
こ
で
は
西

域
の
人
を
指
す
。【
余
考
】
参
照
。
○
か
す
み
く
む　

和
歌
に
は
他
に
作
例

が
な
い
。「
嘯
野
煙
之
春
光　

各
吟
一
句
酌
山
霞
之
晩
色　

忽
酔
数
杯
（
野

煙
の
春
の
光
に
嘯
い
て　

各
一
句
を
吟
じ　

山
霞
の
ゆ
ふ
べ
の
色
を
酌
ん
で

　

忽
ち
に
数
杯
に
酔
へ
り
）」（
新
撰
朗
詠
集
・
子
日
26
橘
在
列
）、「
落
蘂
灑

─ 365 ─



『百詠和歌』注釈（三）

（
一
五
）

─ 364 ─

衣
春
払
雪　

濃
粧
泛
酒
暁
酌
霞
（
落
蘂
衣
に
灑
い
で
春
の
雪
を
払
て　

濃
粧

酒
に
泛
ん
で
暁
霞
を
酌
む
）」（
新
撰
朗
詠
集
・
花
付
落
花
108
紅
桜
花
下
・
言

義
）
の
よ
う
に
漢
詩
に
用
い
ら
れ
て
、
春
の
野
外
に
お
け
る
宴
席
の
情
緒
を

示
し
た
表
現
「
酌
霞
」
か
ら
発
想
し
た
措
辞
で
あ
ろ
う
。
○
春
の
た
も
と　

「
な
ご
り
に
は
は
る
の
た
も
と
も
さ
え
に
け
り
霞
よ
り
ち
る
ゆ
き
の
気
色
に
」

（
六
百
番
歌
合
・
春
22
信
定
）
等
、
用
例
は
鎌
倉
期
以
降
に
十
首
ほ
ど
が
見

え
る
の
み
の
、
新
し
く
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。
○
色
こ
き
藤　

和
歌
の
用
例

は
き
わ
め
て
少
な
く
、「
む
ら
さ
き
の
色
こ
き
藤
も
わ
き
て
猶
か
す
が
野
と
い

へ
ば
あ
は
れ
と
ぞ
み
る
」（
嘉
元
百
首
614
内
実
）
ほ
か
五
首
が
残
る
に
過
ぎ

な
い
。
光
行
歌
は
こ
の
措
辞
を
用
い
た
初
例
で
も
あ
る
が
、
光
行
は
『
蒙
求

和
歌
』
の
「
霊
運
曲
笠
」
に
お
い
て
も
「
み
か
さ
山
松
の
よ
こ
え
に
い
ま
ぞ

し
る
色
こ
き
藤
の
し
た
の
こ
こ
ろ
を
」（
17
）
と
用
い
て
い
る
。
藤
の
花
の

色
濃
い
こ
と
を
詠
ん
だ
作
は
、「
藤
花
こ
き
む
ら
さ
き
の
色
よ
り
も
を
し
む
心

を
た
れ
か
そ
め
け
ん
」（
元
輔
集
117
）、「
わ
が
宿
の
藤
の
色
こ
き
た
そ
か
れ
に

尋
ね
や
は
こ
ぬ
春
の
な
ご
り
を
」（
源
氏
物
語
・
藤
裏
葉
・
頭
中
将
）
の
よ

う
に
平
安
期
か
ら
見
え
る
。
○
は
な
の
さ
か
づ
き　
「
三
千
年
の
か
ず
し
も

め
ぐ
れ
春
を
経
て
絶
え
ぬ
三
月
の
花
の
さ
か
づ
き
」（
三
百
六
十
首
和
歌
67

俊
頼
）
が
も
っ
と
も
早
い
例
で
（
た
だ
し
、当
該
作
品
と
六
華
集
の
み
所
収
）、

こ
れ
以
外
は
す
べ
て
鎌
倉
時
代
以
降
の
作
例
で
あ
る
。
勅
撰
集
に
は
『
新
続

古
今
集
』
に
入
る
家
賢
の
一
首
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
措
辞
は
そ
の

殆
ど
が
右
掲
歌
と
同
様
に
曲
水
宴
を
詠
む
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
光
行

歌
で
は
藤
花
の
下
で
の
酒
宴
を
示
す
。【
余
考
】
参
照
。

【
通　

釈
】

〔
句
〕　
（
藤
の
）
花
は
竹
葉
酒
を
満
た
し
た
盃
で
あ
る
。

〔
注
〕　

西
域
に
藤
の
盃
が
あ
る
。
そ
の
大
き
さ
は
人
の
手
（
の
大
き
さ
）
ほ

ど
で
あ
る
。（
藤
の
）
葉
は
葛
に
似
て
い
る
。
花
と
実
と
は
桐
に
似

て
い
る
。様
々
の
文
章
が
あ
り
、こ
れ
を
盃
と
し
て
作
っ
て
い
る
。（
そ

の
盃
は
）
よ
い
匂
い
が
し
て
、
酔
い
を
醒
ま
す
の
で
あ
る
。
昔
、
張

騫
は
大
宛
へ
赴
い
て
、
こ
れ
を
手
に
入
れ
（
持
ち
帰
っ
て
き
）
た
の

で
あ
る
。（
か
の
）
国
の
人
々
は
、酒
を
持
っ
て
藤
の
花
の
下
に
行
き
、

（
藤
の
）
花
を
摘
ん
で
酔
い
を
醒
ま
す
。
ま
た
、
野
人
は
藤
の
花
を

酒
に
作
る
。
ま
た
、
酒
が
あ
る
。
竹
葉
の
酒
と
い
う
。

〔
歌
〕　

霞
を
酌
（
ん
で
楽
し
）
む
（
野
外
の
酒
宴
で
）、
春
の
（
衣
装
の
）

袂
が
色
美
し
く
映
え
る
ほ
ど
に
、
色
濃
く
（
咲
く
）
藤
の
花
の
（
下

で
酌
み
交
わ
す
）
盃
よ
。

【
余　

考
】

　

光
行
注
に
見
え
る
「
野
人
藤
の
花
を
酒
に
作
れ
り
」
の
文
言
は
、『
百
詠
注
』

の
「
野
人
に
藤
花
酒
あ
り
」
を
引
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、こ
の
『
百
詠
注
』

の
内
容
は
、【
語
釈
】
に
掲
げ
た
『
太
平
御
覧
』
所
引
の
『
崔
豹
古
今
注
』
の

記
事
中
の
「
土
人
提
酒
、
来
至
藤
下
、
摘
花
酌
酒
」
に
該
当
す
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
西
域
の
人
々
が
摘
ん
だ
藤
の
花
を
盃
と
し
、
藤
の

実
を
酒
の
中
に
入
れ
て
飲
む
こ
と
を
、『
百
詠
注
』
は
「
藤
花
酒
」
と
表
現
し

た
も
の
と
解
釈
し
う
る
。
光
行
が
自
歌
中
に
「
花
の
盃
」
の
措
辞
を
詠
み
込

ん
だ
の
も
、
単
に
「
花
の
下
で
の
酒
宴
」
を
示
す
指
標
と
し
て
用
い
た
の
で

は
な
く
、
参
看
し
た
漢
籍
に
記
さ
れ
る
「
藤
の
花
で
作
ら
れ
た
盃
」
を
意
識

し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
百
詠
詩
句
が
原
典
で
は
「
花
浮
竹
葉
杯
」
で

あ
る
の
に
、『
百
詠
和
歌
』
で
は
い
ず
れ
も
「
花
分
竹
葉
杯
」
と
な
っ
て
い
る

の
も
、
こ
れ
と
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
。「
分
」
字
に
は
『
類
聚
名
義
抄
』

に
よ
れ
ば
「
ヒ
ト
シ
ウ
ス
ル
」
の
訓
が
存
す
る
。
あ
る
い
は
『
百
詠
和
歌
』

で
は
こ
の
詩
句
を
「
花
は
竹
葉
の
盃
を
等
し
う
す
る
」
と
訓
じ
て
い
た
の
で
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は
な
か
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う
か
。

巻
第
三　

芳
草
部　
「
萱
」

　
　
　

萱
ク
ワ
ン
サ
ウ
　

49　

忘
憂
自
結
藂　ヲ　

萱
草
の
一
の
名
丹
棘キ
ヨ
クな
り
。
丹
棘
を
を（
お
）り
て
、
人
憂
を

忘
る
。
忘
憂
草
こ
れ
な
り
。
瀛エ
イ

州
に
生
た
り
。
名
長
楽　
ト

一

。
即
萱
草
な
り
。

野
辺
の
色
に
秋
の
心
も
わ
す
れ
草
む
し
は
恨
る
こ
ろ
と
き
け
ど
も

【
百　

詠
】

履
歩
尋
芳
草
（
屣
歩
し
て
芳
草
を
尋
ね
）

忘
憂
自
結
藂
（
憂
を
忘
れ
む
と
し
て
自
ら
叢
を
結
ぶ
）

【
百
詠
注
】

屣
歩　
シ
テ

尋　
ヌ

二

芳
草　
ヲ

一

〈
一
本
屣
徙
也
、
借
レ

音　
ヲ

、
又
云
屣
不
二

躡
距フ
マ

也
〉。（
一
本

に
屣
は
徙
な
り
。
音
を
借
る
。
ま
た
云
ふ
。
屣
は
躡
距
せ
ざ
る
な
り
）
忘
憂

自
結
叢
〈
瀛
州　
ニ

有
二

忘
憂
艸
花
一

、
名　
ハ

長
楽
即
萱
艸
也
〉。（
瀛
州
に
忘
憂
艸
花

あ
り
。
名
は
長
楽
、
即
ち
萱
草
な
り
）

【
語　

釈
】

○
萱　

萱
草
。
山
地
・
原
野
に
生
え
る
ユ
リ
科
の
多
年
草
。『
本
草
』に
は「
忘

憂
、
療
愁
、
丹
棘
、
鹿
葱
、
鹿
剣
、
妓
女
、
輗
男
」
等
の
別
名
が
見
え
、
ま

た
「
藼
」「
蕿
」
等
の
字
も
宛
て
る
。『
説
文
』
に
「
藼
、
令
人
忘
憂
艸
也
」

と
見
え
る
。『
藝
文
類
聚
』
は
「
鹿
葱
」
と
し
て
立
項
す
る
（
巻
八
十
一
・

薬
香
草
部
上
）。
○
丹
棘　
『
太
平
御
覧
』
巻
九
九
六
「
萱
」
項
に
引
く
『
崔

豹
古
今
注
』
に
、「
欲
レ

忘
二

人
之
憂
一

、
則
贈
以
二

丹
棘
一

、
丹
棘
、
一
名
忘
憂
草
、

使
三

人
忘
二

其
憂
一

也
（
人
の
憂
ひ
を
忘
れ
し
め
ん
と
す
る
に
、
則
ち
丹
棘
を

贈
る
。
丹
棘
は
一
の
名
忘
憂
草
な
り
）」と
見
え
る
の
に
拠
る
か
。
と
す
れ
ば
、

本
文
「
丹
棘
を
お
り
て
」
は
あ
る
い
は
「
丹
棘
を
お
く
り
て
」
で
あ
っ
た
可

能
性
も
あ
ろ
う
。
○
瀛
州　

以
下
、『
百
詠
注
』
に
従
っ
た
叙
述
。
瀛
州
は
渤

海
東
方
の
海
に
あ
る
五
山
の
一
つ
で
、
神
仙
が
住
む
と
伝
え
ら
れ
る
。
○
野

辺
の
色　

草
花
が
咲
き
乱
れ
る
秋
野
の
光
景
の
す
ば
ら
し
さ
。『
大
斎
院
前

御
集
』
に
見
え
る
例
が
早
い
が
、
平
安
末
期
か
ら
新
古
今
時
代
に
か
け
て
用

例
が
一
気
に
増
大
し
た
。「
小
萩
原
花
に
鹿
な
く
野
べ
の
色
を
か
き
ね
に
ぞ

見
る
秋
の
山
里
」（
拾
玉
集
1861
）
の
よ
う
に
、
草
花
を
主
と
し
た
野
原
全
体

の
光
景
を
指
し
示
す
。
後
鳥
羽
院
に
光
行
詠
と
同
様
、「
秋
の
虫
が
恨
む
」
こ

と
と
組
み
合
わ
せ
た
「
野
べ
の
色
は
思
ひ
し
よ
り
も
う
ら
が
れ
て
霜
を
う
ら

む
る
き
り
ぎ
り
す
か
な
」（
御
集
354
）
の
詠
が
残
る
こ
と
は
、
光
行
に
後
鳥

羽
院
へ
の
近
侍
の
事
績
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
興
味
深
い
。
○
秋

の
心　

本
来
は
「
た
な
ば
た
も
あ
は
れ
は
そ
ら
に
し
り
ぬ
ら
ん
も
の
お
も
ひ

ま
さ
る
あ
き
の
心
は
」（
相
模
集
62
）
の
よ
う
に
、
秋
と
い
う
季
節
に
導
か

れ
て
す
る
物
思
い
を
示
す
が
、「
秋
」「
心
」
二
字
を
合
わ
せ
て
「
愁
」
と
な

る
こ
と
に
対
す
る
興
趣
は
、「う
べ
な
り
う
れ
へ
の
じ
を
も
て
あ
き
の
こ
こ
ろ
に
つ
く
れ
る
こ
と

宜
将
愁
字
作
秋
心
」（
和
漢
朗
詠
集
・
秋
興
224

小
野
篁
）、「
こ
と
ご
と
に
か
な
し
か
り
け
り
む
べ
し
こ
そ
秋
の
心
を
う
れ
へ

と
い
ひ
け
れ
」（
千
載
集
・
秋
下
351
藤
原
季
通
）
の
よ
う
に
早
く
か
ら
詩
句

に
詠
ま
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
も
、
百
詠
の
「
憂
」
を
「
愁
」
に
置
き
換
え
、

さ
ら
に
文
学
伝
統
に
則
っ
て
「
秋
の
心
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
○
わ

す
れ
草　
「
忘
れ
」
と
「
忘
れ
草
」
を
掛
け
る
。『
万
葉
集
』
に
「
萱ワ
ス
レ
グ
サ
草　

垣カ
キ
モ
シ
ミ
ミ
ニ

毛
繁
森　

雖ウ
エ
タ
レ
ド

殖
有　

鬼オ
ニ
ノ
シ
コ
ク
サ

之
志
許
草　

猶ナ
ホ
コ
ヒ
ニ
ケ
リ

恋
尓
家
利
」（
巻
十
二
3062
）
と
見

え
る
ご
と
く
、
萱
草
が
苦
し
い
思
い
を
忘
れ
さ
せ
る
植
物
で
あ
る
と
い
う
中

国
で
の
理
解
は
早
く
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
。
旅
人
（
万
葉
集
334
）、家
持
（
万

葉
集
727
）
に
作
例
が
残
る
。
平
安
期
に
入
る
と
そ
の
用
例
は
増
大
す
る
。
○

む
し
は
恨
る　
「
恨
む
」
は
癒
さ
れ
な
い
痛
手
や
不
満
に
拘
泥
し
外
に
漏
ら

す
意
。「
秋
の
虫
が
恨
む
」
と
い
う
表
現
は
、平
安
後
期
以
降
に
見
ら
れ
、「
身
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『百詠和歌』注釈（三）

（
一
七
）

の
う
き
も
誰
か
は
つ
ら
き
あ
さ
ぢ
ふ
に
恨
み
て
も
な
く
虫
の
声
か
な
」（
長

秋
詠
藻
37
久
安
百
首
）
が
早
い
例
だ
が
、
全
般
に
「
来
ぬ
人
を
待
っ
て
松
虫

が
恨
む
」
と
す
る
作
が
多
い
。

【
通　

釈
】

〔
句
〕　

つ
ら
い
気
持
を
忘
れ
よ
う
と
し
て
、
群
が
り
合
っ
た
そ
の
草
を
自
然

と
束
ね
る
こ
と
だ
。

〔
注
〕　

萱
草
の
一
名
は
丹
棘
で
あ
る
。
丹
棘
を
折
っ
て
人
は
つ
ら
い
思
い
を

忘
れ
る
。「
忘
憂
草
」と
は
こ
の
萱
草
の
こ
と
で
あ
る
。（
神
仙
の
山
）

瀛
州
に
生
え
て
い
る
。
名
は
長
楽
と
言
う
。
す
な
わ
ち
萱
草
で
あ
る
。

〔
歌
〕　

草
花
の
咲
き
乱
れ
る
野
辺
の
様
子
に
、
私
は
秋
の
憂
愁
を
忘
れ
る
こ

と
だ
。
秋
の
虫
は
（
つ
ら
い
思
い
を
忘
れ
草
で
忘
れ
た
い
と
）
恨
み

鳴
い
て
い
る
時
節
な
の
だ
と
（
私
は
そ
の
声
を
）
聞
く
け
れ
ど
も
。

【
余　

考
】

　

光
行
歌
の
「
野
辺
の
色
」
が
、
秋
の
草
花
全
体
で
は
な
く
、
萱
草
の
花
を

指
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
作
は
和
歌
の
表
現
伝
統
を
巧
み
に
取
り

込
み
な
が
ら
、
百
詠
詩
の
内
容
を
改
変
す
る
こ
と
な
く
翻
案
し
た
作
と
言
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
代
の
歌
人
た
ち
の
多
く
が
こ
の
措
辞
に
籠
め
た

意
味
内
容
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、光
行
の
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
も
「
萱
草
」

に
収
斂
す
る
の
で
は
な
く
、
秋
の
草
花
の
咲
き
乱
れ
る
野
と
こ
れ
に
心
を
慰

め
る
詠
作
主
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
光
行
と

同
時
代
の
歌
学
者
顕
昭
は
、
そ
の
著
書
『
袖
中
抄
』
第
十
五
に
「
わ
す
れ
ぐ

さ　

し
の
ぶ
ぐ
さ
」
の
項
を
立
て
、「
顕
昭
云
、
忘
草
と
は
萱ク
ワ
ン
ザ
ウ

草
と
書
け
り
。

本
草
云
、
萱ワ
ス
レ
グ
サ

草
、
一
名
鹿ロ
ク
ソ
ウ葱

花
名
宜
男
。
風
土
記
云
、
懐
ク
ワ
イ
ニ
ン
ノ妊

婦
人
佩オ
ビ

二ニ

其
ス
レ
バ

花
一

、
生　
ム

レ

男
也
。
図
経
云
、
令　
シ
テレ

人　
ヲ

好　
ミ

二

歓
楽ヲ
一

忘
レ

憂ヲ

、
処
々　
ノ

田
野　
ニ

有
之
。
嵆

康
養
生
論
云
、合
歓
蠲ノ
ソ
キレ

忿　
ヲ

萱
草
忘
レ

憂
」
と
漢
籍
か
ら
の
引
用
を
掲
げ
る
（
本

文
は
川
村
晃
生
校
注
『
袖
中
抄
』
歌
論
歌
学
集
成
第
五
巻
、
三
弥
井
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
、に
拠
っ
た
）。『
袖
中
抄
』
が
載
せ
る
『
風
土
記
』
の
説
は
、『
太

平
御
覧
』
や
『
藝
文
類
聚
』
に
も
載
る
。
ま
た
、『
嵆
康
養
生
論
』
と
し
て
引

く
説
も
、『
太
平
御
覧
』
に
「
博
物
志
曰
、
神
農
経
上
薬
養
性
謂
」
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
。
顕
昭
は
光
行
が
催
し
た
賀
茂
社
歌
合
で
判
者
を
勤
め
た
人
物

で
あ
る
（『
無
名
抄
』「
せ
み
の
小
川
の
事
」）。「
萱
草
」
へ
の
関
心
お
よ
び

参
看
し
た
典
籍
が
共
通
す
る
こ
と
な
ど
は
、
両
者
の
位
置
の
近
さ
を
示
唆
し

て
興
味
深
い
。

50　

香
伝
少
女　
ノ

風　
ニ

一　

 

管
輅
日
で
り
の
と
き
、
清
河
を
過
て
い
は
く
。
け
ふ

雨
下
べ
し
。
樹
上
に
少
女
の
風
あ
り
と
い
ふ
。
し
ば
ら
く
あ
り
て
は
た
し

て
雨
く
だ
れ
り
。
西
方
を
少
女
と
す
。
西
の
風
ふ
き
て
雨
ふ
る
ゆ
ゑ（
へ
）な
り
。

萱
草
の
香
此
風
に
か
を（
ほ
）る
と
云
り
。

天
津
風
を
と
め
の
袖
を
そ
め
て
け
り
野
原
の
は
な
の
か
を
さ
そ
ひ
き
て

【
百　

詠
】

色
湛
仙
人
露
（
色
は
仙
人
の
露
を
湛
へ
）

香
伝
少
女
風
（
香
は
少
女
の
風
を
伝
ふ
）

【
百
詠
注
】

色
湛
仙
人
露
〈
仙
人
飲
レ

露　
ヲ

、
故　
ニ

云
仙
人　
ノ

露　
ト

也
、
言　
ハ

萱
艸　
ノ

上　
ニ

墜
露
色
則
湛
然　
タ
リ 

也
、
一
本
花
上　
ニ

有
二

甘
露
一

〉（
仙
人
露
を
飲
む
、
故
に
仙
人
の
露
と
云
ふ
な
り
。

萱
草
の
上
に
墜
つ
る
露
を
言
は
ば
色
則
ち
湛
然
た
る
な
り
。
一
本
に
花
の
上

に
甘
露
あ
り
と
）　

香
伝
二

少
女　
ノ

風
〈
管
輅
車
過　
ル

二

清
河　
ノ

裴
使
君　
ニ

一

、
時　
ニ

大　
ニ

旱　
ス

、

輅
曰
、
今
日
当　
ニ

レ

雨
　
　
フ
ル 

、
樹
上　
ニ

有
少
女　
ノ

風
一

、
少
　
シ
ハ
ラ

時ク
シ
テ

果　
シ
テ

雨　
フ
ル

也
、
一
本
易　
ノ

説

卦　
ニ

兌　
ヲ

為
二

少
女
一

、
兌　
ハ

属
一

西
方　
ニ

兌
風
也
〉（
管
輅
の
車
、
清
河
の
裴
使
君
に
過

ぐ
る
。
時
に
大
い
に
旱
す
。
輅
曰
く
、
今
日
ま
さ
に
雨
ふ
る
べ
し
。
樹
上
に
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一
八
）

少
女
の
風
あ
り
と
。
し
ば
ら
く
し
て
果
た
し
て
雨
ふ
る
な
り
。
一
本
に
易
の

説
卦
に
兌
を
少
女
と
な
す
。
兌
は
西
方
に
属
す
。
兌
は
風
な
り
）

【
語　

釈
】

○
少
女
風　

雨
の
降
る
前
に
吹
く
微
風
。
○
管
輅  

三
国
、
魏
の
人
。
字
は

公
明
。
幼
少
期
か
ら
星
を
観
察
し
、
風
角
占
相
に
精
通
し
た
。『
三
国
志
』

に
登
場
す
る
。
以
下
に
録
さ
れ
る
話
は
、
百
詠
注
に
記
さ
れ
る
内
容
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
な
お
、『
藝
文
類
聚
』
巻
二
・
天
部
下
・
雨
に
は
、「
管
輅
別
伝
曰
、

輅
過
清
河
太
守
、
時
天
旱
、
輅
曰
、
今
夕
当
雨
、
樹
中
少
女
微
風
、
樹
間
又

有
陰
鳥
和
鳴
、
又
少
男
風
起
、
衆
鳥
乱
翔
、
其
応
至
矣
、
須
臾
、
風
雲
興
、

玄
気
四
合
、
大
雨
注
傾
（
管
輅
別
伝
に
曰
く
、
輅
、
清
河
太
守
を
過
ぐ
。
時

に
天
旱ひ
で
りす
。
輅
曰
く
、
今
夕
ま
さ
に
雨
ふ
る
べ
し
。
樹
中
に
少
女
の
微
風
あ

り
。
ま
た
樹
間
に
陰
鳥
あ
り
て
和
し
鳴
く
。
ま
た
少
男
の
風
起
こ
り
、
衆
鳥

乱
翔
す
。
そ
れ
ま
さ
に
至
る
べ
し
と
。
須
臾
に
し
て
、
風
雲
興
り
、
玄
気
四

合
し
て
、
大
雨
注
傾
す
）」
と
見
え
る
。
ま
た
、『
初
学
記
』
で
は
巻
第
一
・

風
第
六
・
事
対
に
「
少
女
」
の
項
を
立
て
、「
管
公
明
伝
曰
、
公
明
言
、
樹
上

已
有
少
女
微
風
（
管
公
明
伝
に
曰
く
。
公
明
言
ふ
、
樹
上
に
す
で
に
少
女
の

微
風
あ
り
と
）」
と
記
す
。
○
西
を
少
女
と
す　

百
詠
注
の
「
一
本
」
以
下

の
記
述
に
拠
る
か
。『
易
経
』「
説
卦
」
に
よ
れ
ば
「
兌
」
は
易
の
八
卦
の
一

で
、
澤
・
秋
・
少
女
・
西
方
に
配
す
る
。
○
天
津
風　

高
い
空
を
吹
く
風
。

こ
の
語
を
用
い
た
詠
と
し
て
は
、「
あ
ま
つ
か
ぜ
雲
の
か
よ
ひ
ぢ
吹
き
と
ぢ
よ

を
と
め
の
す
が
た
し
ば
し
と
ど
め
む
」（
古
今
集
・
雑
上
872
良
岑
宗
貞
）
が

著
名
で
、
後
世
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
○
を
と
め
の
袖　

前
項
に
挙
げ
た
宗

貞
歌
が
、
五
節
の
舞
姫
を
見
て
の
詠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
天
つ
か
ぜ
雲
井
の

空
を
ふ
く
か
ら
に
を
と
め
の
袖
に
や
ど
る
月
か
げ
」（
後
鳥
羽
院
御
集
193
正

治
後
度
百
首
）
の
よ
う
に
、
舞
う
際
に
翻
さ
れ
る
乙
女
の
袖
に
注
目
し
た
作

が
詠
ま
れ
た
。
光
行
歌
に
も
宗
貞
詠
の
影
響
は
明
ら
か
だ
が
、光
行
歌
の「
乙

女
」
は
、
百
詠
詩
中
の
「
少
女
」
を
和
語
に
移
し
か
え
る
に
際
し
て
用
い
た

の
み
で
あ
り
、
舞
姫
を
想
定
し
て
は
い
な
い
。
○
そ
め
て
け
り　

花
の
香
が

袖
に
染
み
つ
く
と
詠
む
歌
は
、
平
安
最
末
期
以
降
に
見
ら
れ
、「
む
め
の
は
な

い
ろ
も
こ
こ
ろ
に
そ
む
れ
ど
も
と
ま
る
は
袖
の
匂
な
り
け
り
」（
隆
信
集
44
）

の
よ
う
な
作
例
が
残
る
。
○
野
原
の
は
な　

用
例
は
極
め
て
少
な
く
、「
あ
き

く
れ
ば
の
ば
ら
の
は
な
を
ま
せ
の
う
ち
に
つ
ゆ
も
お
と
さ
ず
う
つ
し
て
ぞ
み

る
」（
雅
兼
集
35
）、「
お
ほ
か
た
の
野
原
の
花
も
う
つ
ろ
ひ
て
風
に
し
ら
れ
ぬ

庭
の
白
菊
」（
壬
二
集
553
千
五
百
番
歌
合
）
の
二
首
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

○
か
を
さ
そ
ひ
き
て  

風
が
花
の
香
を
導
い
て
別
の
場
に
連
れ
出
す
意
。
光

行
と
同
時
代
の
作
例
に
、「
わ
が
や
ど
の
は
な
た
ち
ば
な
を
ふ
く
か
ぜ
は
た
が

た
め
に
と
か
か
を
さ
そ
ふ
ら
ん
」（
教
長
集
279
）、「
梅
が
え
に
色
を
ば
の
こ
せ

吹
く
風
も
こ
こ
ろ
あ
れ
ば
ぞ
香
を
さ
そ
ふ
ら
ん
」（
寂
蓮
集
273
）
等
が
あ
る
。

【
通　

釈
】

〔
句
〕　

萱
草
の
香
は
雨
が
降
る
前
兆
の
や
わ
ら
か
な
風
に
運
ば
れ
て
く
る
。

〔
注
〕　

管
輅
が
旱
魃
の
折
に
清
河
を
通
過
し
て
言
う
に
は
、
今
日
き
っ
と
雨

が
降
る
だ
ろ
う
。
樹
の
上
に
少
女
の
風
が
吹
い
て
い
る
と
言
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
（
管
輅
の
）
言
っ
た
通
り
に
雨
が
降
っ
た
。（
易
の

八
卦
で
は
）
西
方
を
少
女
に
宛
て
る
。
西
風
が
吹
い
て
雨
が
降
る
ゆ

え
で
あ
る
。（
百
詠
詩
は
）萱
草
の
香
が
こ
の
雨
の
前
の
微
風
に
薫
っ

て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

〔
歌
〕　

空
を
吹
く
風
が
乙
女
の
袖
を
（
花
の
よ
い
匂
い
で
）
染
め
た
こ
と
だ
。

野
原
（
に
咲
く
萱
草
）
の
花
の
匂
い
を
促
し
（
乙
女
の
袖
ま
で
風
に

乗
せ
て
）
連
れ
て
来
て
。

【
余　

考
】
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（
一
九
）

　

光
行
注
の
末
尾
に
置
か
れ
た
「
萱
草
の
香
此
風
に
か
ほ
る
と
云
り
」
は
、

漢
籍
に
見
出
せ
な
い
。
百
詠
詩
の
内
容
を
光
行
が
釈
し
た
も
の
か
。
百
詠
詩

お
よ
び
百
詠
注
で
は
「
少
女
の
風
」
は
雨
の
前
に
西
か
ら
吹
く
微
風
の
名
と

し
て
用
い
、
光
行
も
そ
の
こ
と
は
管
輅
伝
に
就
い
て
十
分
理
解
し
て
い
た
が
、

こ
れ
を
和
歌
に
移
す
際
に
は
「
少
女
の
袖
に
吹
く
風
」
と
し
て
用
い
た
。「
野

原
の
花
」
の
措
辞
や
、
風
が
花
の
香
を
別
の
場
所
に
連
れ
出
す
、
あ
る
い
は

花
の
香
が
人
の
袖
を
染
め
る
と
す
る
構
想
な
ど
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
頭
に

か
け
て
よ
く
使
わ
れ
た
表
現
・
趣
向
を
、
巧
み
に
取
り
込
み
織
り
な
し
て
一

首
を
仕
立
て
て
い
る
。
光
行
と
相
似
た
場
で
和
歌
活
動
を
展
開
し
た
寂
蓮
・

隆
信
ら
の
歌
人
に
類
同
す
る
表
現
や
構
想
が
認
め
ら
れ
る
の
も
、
光
行
の
京

都
歌
壇
に
お
け
る
位
置
を
示
唆
し
て
興
味
深
い
。	

（
中
村　

文
）

─ 360 ─
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